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C O N T E N T S

本文中の執筆者の職名は執筆者からの申し出によっております。
港湾海岸防災協議会の情報を除き、筆者の責任によって執筆された記事は
必ずしも港湾海岸防災協議会の見解ではありません。

表紙写真／「陸海空の防災訓練」山室正輝
（「港の風景」写真コンテスト2025　港湾海岸
防災協議会会長賞）
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　 　 　   1� ͸͡Ίに

　令和８年度港湾局関係当初予算
の規模としては、港湾整備事業2,466
億円（国費。対前年度比1.00倍）、
港湾海岸事業153億円（国費。対前
年度比1.00倍）、災害復旧事業等
14億円（国費。対前年度比1.00倍）
のほか、行政経費として27億円を計
上しています。
　令和８年度予算においては、「持続
的な経済成長の実現」、「国民の安
全・安心の確保」、「個性をいかした地
域づくりと持続可能で活力ある国づく

り」を柱とし、令和７年度補正予算と
合わせて取組を進めていきます。また、
「危機管理投資」と「成長投資」を強
力に進めていくため、後述する取組
のうち、港湾におけるサイバーセキュ
リティ対策の強化、サイバーポートを
活用した港湾関連手続きの電子化、
「ヒトを支援するAIターミナル」等の
取組の推進により、港湾ロジスティク
スの強化を図ります。

　 　 　  2ɽ࣋ ଓ的ͳ経済੒௕の実ݱ

サプライチェーンの強靱化のため、

「ヒトを支援するAIターミナル」の取
組を含めた国際コンテナ戦略港湾の
機能強化により国際基幹航路の維
持・拡大を図るとともに、内航フェリー・
RORO船ターミナルの機能強化により
海運へのモーダルシフトへの対応を図
ります。
　港湾の電子化を実現する「サイ
バーポート」の機能改善及び利用促
進に取り組む等、港湾におけるDX
を推進するとともに、脱炭素化に配慮
した港湾機能の高度化や水素・アン
モニア等の受入環境の整備等を図る
カーボンニュートラルポート（CNP）の

令和８年度当初港湾・海岸関係予算（案）
について

特集

国土交通省港湾局計画課　課長補佐　　西田　知洋
国土交通省港湾局海岸・防災課　津波対策企画調整官　　邊見　　充

ʻྩ࿨ 8 ೥度港湾局ؔ܎༧ࢉのن໛ʼ

注１）国費には、港湾管理者及び海岸管理者の直轄事業負担金を含む。　　　２）上記には内閣府分（沖縄関連）を含む。
　３）本表のほか、港湾局に関係する令和8年度予算には以下がある。
　　　① 受託工事費（267百万円）（国費）
　　　② 社会資本整備総合交付金（459,693百万円）の内数及び防災・安全交付金（852,918百万円）の内数（いずれも国費）
　　　③ 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所における運営費交付金（5,646百万円）の内数及び
　　　　 施設整備費補助金（108百万円）（いずれも国費）
　　　④ 港湾関係起債事業の事業費見込み額（126,670百万円）
　　　⑤ デジタル庁一括計上システムにかかる経費（998百万円）（国費）
　　　⑥ 国際観光旅客税財源観光振興費のうちクルーズ等訪日旅客の受入促進事業（1,000百万円）の内数（国費）
　　　⑦ 地域未来交付金（160,000百万円）の内数（国費）
　４）総合的な防衛体制の強化に資する公共インフラ整備については港湾整備事業の内数となる。
　５）合計は四捨五入の関係で一致しない場合がある。

（୯位：ඦສԁ）
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形成、洋上風力発電の導入促進に
向けた基盤整備を行う等、港湾にお
けるGXを推進します。
　クルーズの持続的な成長に向けた
受入環境整備を進めるとともに、港湾
運送事業の取引環境改善に取り組み
ます。

　 　 　  ̏ ɽ国ຽの҆全・̓ ৺の֬保

　切迫する大規模地震や激甚化・頻
発化する風水害等への対応のため、
第１次国土強靱化実施中期計画に基
づく取組を中心に、防災・減災対策を
推進します。
　海上交通ネットワークの拠点であり、
背後に産業・人口が集積している港湾
において、高潮・高波・地震・津波等
への対策、国土強靱化施策を効率
的に進めるためのDXの加速、予防
保全型インフラメンテナンスへの転換
に向けた老朽化対策や将来の維持
管理コストも考慮に入れた戦略的なア
セットマネジメントを着実に推進すると
ともに、「協働防護」による気候変動適
応等に取り組みます。
　港湾におけるサイバーセキュリティ
対策の強化を図るとともに、総合的な
防衛体制の強化に資する公共インフ
ラ整備を推進します。

　     　     　      ̐ɽੑݸをい͔した地域ͮ
͘Γと࣋ଓՄೳで活ྗ
ある国ͮ Γ͘

　地域の基幹産業の競争力強化や
民間投資の誘発等に資する港湾の
機能強化に取り組みます。
　国際バルク戦略港湾における資源・
エネルギー・食糧の安定確保に向けた
取組や、農林水産物・食品の輸出に

チャレンジする事業者の投資を促進
するための産地と港湾の連携による
輸出促進の取組を推進します。
　離島における住民生活の安定の確
保のため、航路の就航率向上、人流・
物流の安全確保のための港湾整備を
推進します。

　 　 　  ̑ɽ国౔交௨ল港湾ہ海岸
関係予算の֓ཁ

　令和８年度においては、千島海溝・
日本海溝周辺海溝型地震、南海トラ
フ地震などの切迫性の高い地震・津
波災害や激甚化・頻発化する高潮・高
波災害等からの背後地の防護を目的
とした海岸保全施設の整備を推進す
るため、港湾海岸関係予算として、

令和8年度当初港湾・海岸関係予算（案）
について

153億円（国費。対前年度比1.00倍）
を計上しています。
　また、令和７年度補正予算におい
ては、災害の激甚化・頻発化に対応
するため、海岸保全施設の地震・津
波、高潮・高波対策を実施し、ハード・
ソフト一体の事前防災対策を推進す
るとともに、予防保全型インフラメンテ
ナンスへの転換を図り、港湾海岸に
おいて早期に対策が必要な施設の修
繕等を集中的に実施するため、94億
円（国費）を計上しています。
　このほか、社会資本整備総合交
付金、防災・安全交付金を計上して
います。
　これら令和８年度予算と令和７年度
補正予算を合わせて切れ目なく取組を
進め、施策効果の早期実現を図ります。

ʻ直׋海岸保全施設整備事業࣮施箇所（ྩ࿨ 7 ೥度࣌఺）ʼ
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複数の港湾が相互に連携し、緊急
物資輸送等を行うための広域港湾
BCPを中心に取り上げ、災害時にお
いても速やかな被災地への支援輸送
を実現するための取り組みを紹介し
ます。

　 　 　   ２ɽೳొ൒ౡ地震の܇ڭ

　令和６年１月１日に発生した能登半
島地震では、石川県で最大震度７を
観測しました。港湾においては、石
川県を中心に、地震動、津波、地

いう）の策定・改善等のソフト面の取り
組みを推進しています。令和７年６
月には、令和６年能登半島地震（以
下「能登半島地震」という）の教訓等
を踏まえ、港湾BCP策定ガイドライ
ンの改訂及び広域港湾BCP策定ガ
イドラインの作成を行い、港湾管理
者等の関係者から構成される協議会
による港湾BCP・広域港湾BCPの策
定や不断の見直し・拡充を推進して
います。
　本稿では、ソフト面の取り組みであ
る港湾BCPや、広域災害において

　 　 　   1� ͸͡Ίに

　近年、首都直下地震や南海トラフ
地震等の大規模地震発生の切迫性
が高まっています。
　国土交通省港湾局では、港湾の
防災・減災対策として、発災後の港
湾を通じた速やかな支援輸送を実現
するため、港湾施設の耐震化・液状
化対策等のハード面の取り組みや、
災害時においても港湾の重要機能を
最低限維持するための港湾における
事業継続計画（以下「港湾BCP」と

広域港湾BCP策定ガイドラインについて
～海上支援ネットワークの形成～

特集

港湾局　海岸・防災課　災害対策室　　原　健悟

図１　ೳొ൒島地震における港湾の被害
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盤変動による被害が、計22港で発
生しました（図１）。被害が甚大であっ
た地域が半島部という条件不利地域
であることに加え、地震動により陸路
が寸断されていたため、被災地支援
に海上輸送が活用されたところであ
り、海上ルート活用の重要性が改め
て認識されました。
　港湾を通じた支援活動において
は、事前に策定されていた北陸地
域の広域港湾BCPが、緊急物資輸
送体制等について、円滑な関係者
間の調整等に寄与しました。一方で、
地震により岸壁背後の沈下や液状化
が発生し、支援輸送に支障を来たし
た事例もありました。また、港湾法に
基づく、国による港湾施設の一部管
理が実施され、その運用面について
検証を行う必要が生じました。その
ため、港湾局では、令和６年３月に、
交通政策審議会港湾分科会防災部
会（部会長：小林潔司京都大学特任
教授（当時））を設置し、令和６年７
月に、防災部会より国土交通大臣に
対し「令和６年能登半島地震を踏ま

えた港湾の防災・減災対策のあり方」
が答申されました。答申では、能登
半島地震で明らかとなった課題等を
示すとともに、これらを踏まえた対策
について、ハードとソフト両面の施策
が示されました。
　ハード面では、岸壁背後の被害が
支援物資輸送に支障を来たしたこと
を踏まえ、耐震強化岸壁の整備に加
え、臨港道路や背後用地について、
耐震化・液状化対策等により災害時
における施設の健全性を備えた防災
拠点の確保を推進する必要があると
示されました（図２）。
　一方、ソフト面の施策では、北陸
地域の広域港湾BCPが効果を発
揮した事例も踏まえ、港湾BCP・広
域港湾BCPの策定・改訂の推進や、
実効性を高めるための定期的な訓練
を実施することが必要であると示され
ました。

広域港湾BCP策定ガイドライン
について

　 　 　  �ɽ港湾BCP・広域港湾
           BCP

（１）港湾BCP
　港湾BCPとは、大規模地震など
の危機的事象が発生した際に、港
湾機能を最低限維持するため、事
象発生後に行う対応と、平時から取
り組むマネジメント活動を定めた計画
のことです。計画の策定にあたって
は、港湾機能を支える関係者の合
意が得られない限り、実効性が担保
されないため、港湾管理者及び関
係者から構成される協議会等が作
成主体となります。計画策定後は、
協議会が主体となってマネジメント活
動を行い、事前対策や訓練、計画
の見直し等を行います。

（２）広域港湾BCP
　広域港湾BCPとは、大規模地震
や津波により複数の都道府県にまた
がる広域災害が発生した際に、複
数の港湾が相互に連携し、緊急物
資輸送や港湾機能の復旧に必要な

図３　広域港湾#CPのओͳߏ成図2　防災ڌ఺のΠメージ
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耐震強化岸壁が整備済みまたは整
備中であることを想定しており、これ
らのふ頭の指定は国土交通大臣が
行うこととしています。
　海上支援ネットワークの範囲は、
円滑な被災地支援のため、被災地
との往復や支援活動、支援側拠点
での積み込み・補給等を１日サイクル
で実施することを想定しています。そ
のため、一般的なフェリーの航行速
度で考えると、支援側と受援側の拠
点は片道4～ 5時間程度で航行可
能な範囲に存することになります。
　海上支援ネットワークの検討にあ
たっては、現状の施設整備状況等
に基づいて、支援物資輸送体制を
確保することや、支援船舶の受け入
れ可能性について事前に検証を行う
ことが重要になります。また、複数の
被災シナリオに基づき、複数の海上
支援ネットワークを想定しておき、想
定をこえるような事象が発生した場合
も、柔軟に対応できるような体制を構
築することが重要です。

　 　 　   5� ͸͡Ίに

　令和８年度からは、第１次国土強
靭化実施中期計画の取り組みが始ま
り、防災・減災対策の加速化・深化
が図られます。港湾局においても、
港湾BCP・広域港湾BCPの策定・改
訂を始めとした港湾における防災・減
災の取り組みを推進し、さらなる災害
対応力の強化を進めてまいります。

資機材の広域調達等の地域の災害
対応力の更なる向上を図る内容を定
めた計画のことです。基本的な構成
は港湾BCPに準ずるものとなってお
り、発災後の対応には被災地への
緊急物資・人員輸送（被災地支援輸
送）に関する対応や、経済活動等の
機能維持（経済活動維持輸送）に関
する対応が定められています（図３）。
　また、被災支援輸送については、
物資等を受け入れる受援側港湾及
び物資の積み込み等を行う支援側
港湾から構成される海上支援ネット
ワークの構想も含まれています（図
４）。広域港湾BCPの策定にあたっ
ては、港湾BCP同様に、港湾管理
者及び関係者から構成される広域
港湾BCP協議会が策定し、事務局
は災害対応の主体となる港湾管理
者が務めます。

　 　 　  ̐ɽ海上支援ωットϫーΫ
のܗ੒に޲けて

　港湾局では、広域港湾BCPの策
定・改善を推進するため、令和７年６
月に広域港湾BCP策定ガイドライン
公表しており、支援側及び受援側の
港湾が相互に連携した海上支援ネッ
トワークの形成に係る考え方を整理
しました。ここでは、広域港湾BCP
策定ガイドラインに基づいて、海上
支援ネットワークについて説明します。
　海上支援ネットワークは、主に受
援側の役割を担う「地域支援ふ頭」、
「連携ふ頭」及び受援側に加え支
援側の役割も担う「広域支援ふ頭」
から構成されます（図４）。これらの
ふ頭は、支援船舶が利用する岸壁、
支援物資の荷さばき・仮置き等を想定
する荷さばき地、輸送ルートを形成
する臨港道路や航路、等の施設より
構成されています。なお、「広域支援
ふ頭」「地域支援ふ頭」については、

図４　海上ࢧԉωットϫーク

広域港湾BCP策定ガイドライン
について
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こうした将来変化を明らかにするた
め、国内では大規模アンサンブル気候
予測（d4PDF）をはじめとする研究が
進展しており、地域ごとの現象の特徴
を踏まえた解析が可能になってきてい
ることが紹介されました。
　また、気温の上昇に対して海面水
位の変化が数百年規模で遅れて現
れるといった、特性の異なる時間ス
ケールにも留意する必要があるとの説
明がありました。さらに、海岸保全にお
ける適応策を考える上では、気候変動
の将来予測には不確実性が伴うこと
を踏まえ、整備の開始時期と完了時期
を見誤らないことが重要であると指摘

　続いて、京都大学防災研究所、横
浜国立大学台風科学技術センター
森
もり

信
のぶひと

人　教授より、『海岸に関わる
気候変動予測研究の動向』と題し、ご
講演いただきました。
　まず、気候変動が海岸に及ぼす影
響と、近年の研究に基づく予測の動
向について解説がありました。海面水
位の上昇が今後も継続すると見込ま
れているほか、台風については発生
数の減少傾向が指摘される一方で、
個々の強度は増大する可能性が高い
こと、また高潮や高波の極値の増加な
ど、海岸保全に影響する外力が多面
的に変化していくことが示されました。

「第29回海岸シンポジウム」の開催報告

　全国海岸事業促進連合協議会で
は、より良い海岸空間の保全と創造に
向けて、民間団体や学識経験者を含
む様々な分野の方々のご意見を拝聴
し、時代の要請に適合した海岸の整
備や保全の一助とするため、平成９年
以降「海岸シンポジウム」を開催してま
いりました。

　本年度においても、国土交通省及
び農林水産省のご後援を頂き、令和
7年11月27日（木）（13:00-16:00）に星
陵会館ホール（東京都千代田区永田
町）にて、第29回海岸シンポジウム『気
候変動を踏まえた海岸保全対策』を
開催し、日本全国から海岸管理者、
関係市町村、コンサルタント企業等の
方 に々ご参加いただきました。
　また、昨年度に続き、今回のシンポジ
ウムでもインターネット配信を行いまし
た。

　開会に先立ち、全国海岸事業促進
連合協議会　磯

いそ べ

部 雅
まさひこ

彦　会長より
ご挨拶がありました。会長からは、全
国の都道府県において「気候変動を
踏まえた海岸保全基本方針」に基づ
く海岸保全基本計画の改定が最終
段階にあること、気候変動の将来予測
が難しいという側面を踏まえた適応策
の重要性が述べられました。本シンポジ
ウムを通じて、これから海岸保全基本
計画の仕上げ、そしてそれに引き続く
事業の促進に向けて、大いに参考とな
れば幸いであると締めくくられました。

報 告 事 項

港湾海岸防災協議会

磯
いそ

部
べ

雅
まさ

彦
ひこ

　様
（全国海岸事業促進連合協議会　会長）

森
もり

信
のぶひと

人　様
（京都大学防災研究所、横浜国立大学

台風科学技術センター教授）
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潮堤・水門・陸こうによる外郭防護と、
内部護岸・排水機場による内水対策
を組み合わせた多重防護が進められ
ていることが紹介されました。また、津
波についてはシミュレーションにより最
大津波高が計画高潮位を下回ること
から、防潮堤の天端高は従来どおり高
潮を基準に設定していることが説明さ
れました。
　続いて、東京都では令和5年に海
岸保全基本計画を改定し、気候変動
を踏まえた海面上昇への対応として、
海岸施設の段階的なかさ上げを実施
していく方針としたことが説明されまし
た。施設の耐用年数である50年を目
安にまず第1段階の天端高を設定し、
江東区や港南地区など約24kmの区
間において、70～80cm程度のかさ上
げを優先的に進めていることが紹介さ
れ、さらに、排水機場における降雨強
度増大（1.1倍）への対応など、内水対
策の強化にも取り組んでいるとの説明
がありました。
　事業の推進にあたっては、海岸施
設が公園・住宅・商業施設等と一体的

とが示されました。また、こうした観測
結果は世界の傾向とも概ね整合して
いることが説明されました。
　続いて、気候変動の将来予測に関
して、海面水位は21世紀末に向けて
上昇を続けること、特に2℃シナリオと
4℃シナリオでは世紀末の予測値に大
きな差が生じることが示されました。高
潮や高波については、台風の発達状
況や経路の変化に大きく左右され、不
確実性を伴うものの、三大湾など一部
地域では将来の高潮偏差が増大する
可能性があることが紹介されました。
　講演の最後には、気候変動に関す
る最新知見を社会で共有し、行政・研
究機関・利用者が連携しながら、適応
策の実効性を高めていくことの重要性
が述べられました。

　事例報告①では、東京都港湾局
佐
さとう

藤 賢
けんじ

治　港湾整備部長より、「東
京港の海岸保全施設の機能強化につ
いて」と題してご報告いただきました。
　東京港は、首都機能を支える重要
な港湾であると同時に、背後地にゼロ
メートル地帯を含む低平地が広がって
おり、過去の高潮被害の経験から、防

されました。その上で、かさ上げに限ら
ず、将来の変化に応じて追加的な対
策を講じることができるよう、柔軟に対
応可能な構造や仕組みを検討する必
要があるとの考えが示され、こうした研
究の進展と予測情報を適切に取り入
れつつ、行政と学術が連携し、実務に
活かせる海岸保全の取組を進めるこ
とが重要であるとまとめられました。

　続いて、気象庁 大気海洋部 気象
リスク対策課　経

きょうだ

田 正
まさゆき

幸　気候変
動対策推進室長より、『日本の気候変
動に関する最新動向』と題し、ご講演
いただきました。
　まず、日本における気温・海面水温・
海面水位の長期的な変化について、
観測データに基づく状況が紹介されま
した。日本の平均気温は100年あたり
1.40度上昇しているほか、近海の海面
水温も上昇傾向にあり、海面水位につ
いても近年は明確に上昇がみられるこ

経
きょうだ

田 正
まさゆき

幸　様
（気象庁 大気海洋部 気象リスク対策課

気候変動対策推進室長）

佐
さ と う

藤 賢
け ん じ

治　様
（東京都 港湾局 港湾整備部長）
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に利用されている箇所が多いため、景
観や利用に配慮した整備が必要であ
ることが示されました。アクリルパネル
の活用や、背後地との一体的なかさ
上げを行うなど、親水性や眺望の確保
に重点を置いた工法が検討されてい
る状況が紹介されました。また、住民
理解を得るため、AR・VRを用いて完
成イメージを提示するなど、丁寧な調
整を進めていることが説明されました。
　さらに、ソフト対策として、AIによる
潮位予測を活用した水門操作の高度
化、高潮浸水想定区域図や高潮特別
警戒水位の改定、浸水リスクを地図や
スマートフォンで確認できる検索サービ
スの提供、さらにはライブ映像を配信
する高潮防災総合情報システムなど、
多様な情報発信の取組が進められて
いることが報告されました。こうした取
組により、都民の防災意識の向上と、
迅速な行動につながる環境づくりが進
められていることが紹介されました。

　事例報告②では、熊本県農林水産
部　大

おおもり

森 直
なおき

樹　農地整備課長より、
「熊本県における気候変動を踏まえ
た海岸保全基本計画の変更につい
て」と題してご報告いただきました。
　熊本県では、延長約1,000kmに及
ぶ海岸線のうち、約600kmを海岸保
全区域として県および市町が管理し
ており、有明海、天草西沿岸、八代海
の三つの区域に区分して海岸保全
基本計画を策定していることが紹介さ
れました。今回の計画変更では、気候
変動に伴う影響を反映するため、まず
基準潮位について近年の観測値と将
来の海面上昇量を踏まえて再設定を
行い、2100年までの海面上昇量を約
0.32mと見込んで計算したことが説明
されました。
　さらに、高潮偏差や波浪について

も、台風の中心気圧の将来変化を評
価するため大規模アンサンブルデータ
（d4PDF）等を活用し、現行の想定
台風（1999年18号）を基準に気圧低
下量の妥当性を検証したうえで、最新
の解析手法により再計算を行ったこと
が報告されました。その結果、有明海・
天草西沿岸では高潮偏差や波高が
現行値より小さくなる地点がみられる
一方、八代海沿岸では逆に大きくなる
地点もあるなど、地域によって傾向が
異なることが示されました。
　こうした再評価結果を踏まえ、代表
的な海岸を対象に天端高の概算試算
を行ったところ、高潮位が上昇する箇
所がある一方、波の影響が低下する
ことで現行の天端高の範囲内で対応
可能とされる箇所もあることが紹介さ
れました。今後、実際の整備にあたっ
ては、精緻な検討を行いながら、必要
に応じて対策を講じていく方針である
ことが説明されました。

　事例報告③では、国土交通省四国
地方整備局　渡

わたなべ

邊 国
くにひろ

広　高知河
川国道事務所長より、「不確実性を持
つ将来予測を、どう現場に適用する
か」と題してご報告いただきました。
　まず、南海トラフ地震の発生確率が
改定され、30年以内の発生確率が60
～90％以上または20～50％と、複数の
幅を持つ予測として示されたことに触
れ、こうした科学的知見の進展によっ
て、予測がより詳細になる一方で不確
実性も増しており、気候変動の将来予
測においても同様に、不確実性に対し
ていかに現場で対応していくかという
ことが課題であるとの認識が示されま
した。
　高知海岸では、海岸保全基本計画
を気候変動の影響を踏まえたものに
変更済みであり、平均海面水位の上
昇については2100年時点までの0.33
メートルプラスという予測値を採用す
る一方、高潮偏差については将来予
測の不確実性が大きいことから、整備
時点の耐用期間50年後を目安として
段階的に見込む方法を採用している
こと、また、おおむね5年を目安として適
宜見直していくという方針であること
が報告されました。
　さらに、必要となる防護水準が将来
的に変化することを踏まえ、既設施設
についても、将来かさ上げすることを
想定した改築を検討していることや、
養浜によって波浪を低減する対策や、

大
おおもり

森 直
な お き

樹　様
（熊本県 農林水産部 農地整備課長）
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背後地の土地利用の見直すことなど
についても検討している旨を紹介され
ました。
　まとめとして、将来の予測には不確
実性を伴うものの、できるところから段
階的に対応し、気候変動の影響を見
越した柔軟な海岸保全を進めていくこ
とが重要であるとの考えが述べられま
した。

　事例報告④では、パシフィックコンサ
ルタンツ株式会社 国土基盤事業本
部 港湾部　岡

おかだ

田 清
きよひろ

宏　技術課長
より、「漁港海岸における気候変動を
踏まえた海岸整備に関する検討」と題
してご報告いただきました。
　はじめに、気候変動の進行に伴い、
漁港海岸では施設の安定性が低下
し、背後地の浸水リスクが増大するお
それがあるという状況を受けて、水産
庁において「漁港海岸事業設計の手
引」が改定され、外力設定や施設設
計において気候変動の影響を考慮す
る考え方が整理されたことが紹介され
ました。
　次に、3つのモデル地区を対象に、

現在の計画外力と整合する実績台風
を基に、中心気圧の将来変化を反映
させて外力を再評価した検討結果が
説明されました。評価の結果、将来に
向けて高潮偏差が平均で1.06倍、沖
波の有義波高が1.03倍となるなど、外
力が増大する傾向が示されました。ま
た、これらの外力増加を踏まえ、護岸
の必要天端高や離岸堤の消波ブロッ
ク質量について、将来の代表年次ごと
に必要性能を整理したことが報告され
ました。
　さらに、気候変動への適応策とし
て、護岸のかさ上げや離岸堤の改良
など複数の整備案を比較した検討が
紹介され、安定性および経済性の両面

渡
わたなべ

邊 国
くにひろ

広　様
（国土交通省 四国地方整備局 高知河川

国道事務所長）

岡
お か だ

田 清
きよひろ

宏　様
（パシフィックコンサルタンツ株式会社 

国土基盤事業本部 港湾部技術課長）

から比較した結果、対象地区では離岸
堤の早期のかさ上げが最も合理的な
案となったことが説明されました。
　最後に、外力評価手法の高度化や
数値解析の活用、海岸施設の多機能
化など、実務における今後の検討課題
についても言及され、気候変動下にお
ける海岸整備の進め方を多角的に捉
えることの重要性が述べられました。 

　最後に磯部会長より、講演・事例報
告の要点をまとめられ、今回のシンポジ
ウムを通して、将来の外力変化に内在
する不確実性を踏まえつつ、強靱かつ
柔軟な海岸整備を進めていく必要性
が共有されたと総括のうえ、閉会しまし
た。
　港湾海岸防災協議会としましては、
気候変動に係る最新の動向や研究・
検討状況や、全国の海岸での先進的
な取組等を関係者間で共有すること
ができ、海岸保全対策の効果的な推
進に向けて非常に有意義なシンポジウ
ムになったと考えています。
　この誌面をお借りして、講演者、報
告者及び参加者の皆様には改めて
御礼申し上げます。
　来年度は、記念すべき第30回の海
岸シンポジウムになる予定です。
　今後とも、海岸事業の促進並びに
全国海岸事業促進連合協議会及び
港湾海岸防災協議会の活動へのご
支援・ご協力をお願い申し上げます。
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３．令和7年の主な災害

１）浮桟橋災害
　4月14日、強い寒気を伴う寒冷渦
および渦に対応する低気圧がゆっくり
南下し、西日本を中心に強い寒気が
流れ込みました。
　長崎県では、竜巻注意情報が発表
され、今回災害を受けた小浜港近傍
の四季咲岬灯台（海上保安庁）にお
いて、平均風速21メートルが観測さ
れていました。
　被災した浮桟橋は、杭係留による
ハイブリット製ポンツーン本体に、下
路式鋼製プレートガーダ式の連絡橋
が整備されており、ヨット・機帆船・プレ
ジャーボート等の係留施設として利用
されておりました。
　被災のメカニズムとしては、被災箇
所近傍で波浪観測施設がなかった
ため、波浪推算により浮桟橋に係る
波力を算定し、応力度照査の結果、
設計以上の波力によってボルトが破
断したものと想定されました。（図-2、
図 -3）
　こうした施設の被災については、異

令和７年　港湾関係災害復旧事業について

１．はじめに

　令和７年の港湾関係災害は、4月
の低気圧から始まり、8月～ 9月の大
雨、10月の台風22号、12月の青森
県東方沖地震など、計15箇所の災
害報告（令和7年12月26日時点）が
ありました。
　また、令和7年災害査定用積算参
考資料については、4月に災害復旧
事業設計書作成上の留意事項の一
部を変更しました。
　本稿では、令和7年に発生した主
な災害について振り返りつつ、災害査
定関連の情報を報告します。

２．災害復旧事業設計書作成
の留意事項の変更

　従来、災害復旧事業において、現
場環境改善費（旧イメージアップ経
費）は国庫負担の対象外としておりま
したが、災害復旧事業の建設現場に
おける作業環境改善やワーク・ライフ・
バランスの推進を図るため、現場環
境改善費に含まれる避暑（熱中症対
策）・避寒対策費及び快適トイレの設
置費用を災害復旧事業の対象として
取り扱うこととしました。（図-1）
　こちらについては、令和７年４月１日
以降に公告するものから適用すること
で運用が開始されております。
　また、同じ様な内容は、令和7年災
害手帳にも記載されております。

報 告 事 項

国土交通省 港湾局 海岸・防災課
災害査定官　櫻井　博孝

図-1　留意事項の変更

常な天然現象によってどのように引き
起こされたことをきちんと整理・説明し
て頂く必要があります。

２）港湾保安施設災害
　9月2日に酒田市内で発生した落
雷が原因と思われる災害として、酒田
港の港湾保安施設の監視装置（監
視カメラ）の一部機器が過電圧により
被災しました。（図-4、図-5）
　今回の被災箇所周辺では、同時
間帯に落雷により電柱部品が壊れて
停電が発生していたことが新聞で報
じられていました。
　このような場合は、異常な天然現
象として、この周辺で落雷が発生して
いたことを気象庁や、民間会社の気

5-2

図-3　被災箇所

図-2　被災した浮桟橋
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象データなどから証明して頂かなけ
ればなりませんし、その前までは、きち
んと機能していたこと説明して頂かな
ければなりません。
　港湾保安施設が災害により被災し
た場合、平成30年10月10日の事務
連絡により港湾施設本体（係留施設
等）は健全でも、SOLAS条約等の
規定により外航船舶を係留し、貨物
の積卸しや旅客の乗降することが出
来ないとされており、係留施設等とし
て効用を発揮できないと考えておりま
す。
　このため、単体のみ被災であっても
災害復旧事業の対象として認めてい
るところです。
　具体的な対象施設としては、侵入
防止設備、照明設備、監視装置、そ
の他の設備とされています。

３）水域施設災害
　8月9日から12日にかけて、前線に
向かって、大陸からの西風と太平洋
高気圧周辺からの南西風が合流し、
暖かく湿った空気が流れ込んだた
め、福岡県では大気の状態が非常に
不安定となり、県内全域に線状降水
帯が発生しました。
　被災メカニズムとしては、有明海に
注ぐ河川の流域内で豪雨が発生し、
福岡県や熊本県では各地で土砂災
害や河川災害に見舞われ、これによ
り、木くず等が有明海に流入・漂流し
たと思われます。特に、8月5日から
13日にかけて九州地方を襲った大雨
は、大牟田（福岡）観測地点で連続
雨量268ミリ、岱明（熊本）観測地点
で連続雨量483.5ミリを記録し、この
大雨により、有明海沿岸には例年に
ない量の木片などが漂着したと想定
されました。（図-6、図-7）

　この場所については、泊地に流入
した流木等により船舶の接岸等に支
障をきたしており、この状態を放置す
ればコンテナ航路及びバラ貨物の航
路事業者に影響を及ぼすとともに、背

後圏域の物流の妨げになるため、応
急工事として流木等の撤去を査定前
に進めました。
　応急工事実施にあたっては、事前
に協議して頂ければと思います。（図
-8、図-9）

　鹿児島県福山港でも同じ時期に
同様の災害が起きております
　8月7日から8日にかけて停滞前線
が対馬海峡付近からゆっくり南下、前
線に向かって暖かく湿った空気が流
れ込み、鹿児島県では大気の状態が
非常に不安定になり、線状降水帯が
発生するなどして記録的な大雨となり
ました。
　漂着物により泊地が埋そくし、漁
業に利用される小型船舶の入出港
が困難な状況になりました。（図-10、
図-11）

図-5　被災箇所2

図-8　応急工事1

図-4　被災箇所１
図-6　埋そく状況1

図-7　埋そく状況2

図-9　応急工事2

図-10　埋そく状況3
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い、8日夕方以降、東京都伊豆諸島
に順次、暴風、波浪の特別警報を発
表されました。
　伊豆諸島では、9日は風速 30 メー
トル以上の猛烈な風を観測し、海上
は猛烈なしけとなりました。また、前線
や台風本体の発達した雨雲の影響
により、9日明け方から朝にかけて線
状降水帯が発生。9日朝に東京都伊
豆諸島に大雨特別警報を発表さて、
伊豆諸島では、多い所で 24 時間降
水量が 300 ミリを超える記録的な大
雨となりました。（図-14）

　八丈島神湊港では、防波堤（北）
のケーソン1函が最大約6m防波堤
法線直角方向に滑動する甚大な被
害を受けました。（図-15、図-16）

ないかと推測されています。（図-12、
図-13）

　査定時においては、自然埋そく土量
（維持土量）が推定される場合は、
当該土量から自然埋そく土量を控除
してもらい、今回の災害分の埋そく土
量で申請してもらいます。
　その他に、局地的な豪雨により臨
港道路に面した緑地法面が崩壊し、
臨港道路および緑地に被害が出まし
た。
今後、「線状降水帯」を耳にした時は、
“大きな災害を引き起こすおそれが
あるもの”として、備えていく必要があ
るのかもしれません。

　ここからはまだ、査定が終わってい
ませんが、大きい災害でしたのでご紹
介します。

４）台風２２号災害
　令和7年台風の発生数は平年並
の27個でしたが、台風の被害報告
は、これだけでした。
　台風22号は、10月8日には急速
に発達し、非常に強い勢力を保った
まま9日朝にかけて伊豆諸島に最も
接近し、非常に強い台風の接近に伴

　この港においても、応急工事として
漂流物の撤去を査定前に進めまし
た。
　この他、他港においても同様の泊
地埋そくの速報が来ましたが、限度
額に満たなかったり、翌日には流れ出
て埋そくが解消し、取り下げるといっ
たことがありました。
　こちらとしては、申請が来ないと動
けませんので、疑義等生じた場合に
は、ご相談頂ければと思います。
　ここまでは、海面上の浮遊物による
泊地埋そくを紹介しましたが、海底の
土砂による航路埋そく災害も発生し
ております。
　8月6日から8日にかけて、日本海の
低気圧からのびる前線に向かって暖
かく湿った空気が流れ込み、大気の
状態が非常に不安定となり、線状降
水帯が発生し非常に激しい雨が降る
など、石川県では加賀北部を中心に
記録的な大雨となり、7日に金沢で
332.0ミリを観測し、統計開始（1887
年2月）以来、通年で第1位となりまし
た。
　埋そくした大野川航路は、河北潟
から流れだす唯一の川である大野川
にあり、金沢港へと続く河口は漁業の
玄関口ともなっています。
　被災のメカニズムとしては、大野川
に合流している浅野川の山沿いで大
雨が降ったことにより土砂が航路に流
れ込んだことにより埋そくしたのでは

図-12　埋そく範囲平面図

図-13　埋そく標準断面図

図-14　台風22号進路図
 出典：気象庁HP

図-15防波堤被災箇所1

図-11　埋そく状況4
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この地震による津波被害は確認され
ませんでしたが、青森県八戸港では、
岸壁エプロンやその背後埠頭用地で
舗装のクラックや地盤沈下が確認さ
れており、港湾活動に支障をきたすほ
どの大きな被害が発生しました。（図
-18、図-19、図-20）

　これら被災しました港湾施設につ
いては、災害査定および早期復旧に
向けて応急工事を含めた復旧事業
を進めて参ります。

　被災しました港湾施設について
は、災害査定及び早期復旧に向けて
応急工事を含めた復旧事業を進め
て参ります。

５）青森県東方沖地震
　12月8日23時15分頃に青森県東
方沖を震源としたマグニチュード7.5
の地震が発生しました。この地震に
より青森県八戸市で最大震度6強を
観測し、北海道および東北地方を中
心に広い範囲で揺れが観測されまし
た。（図-17）

　また、北海道太平洋沿岸中部、青
森県太平洋沿岸、岩手県に津波警
報が発表され、さらに宮城県・福島県
などを含む広域に津波注意報が発
表されましたが、比較的小さい高さで

図-16　防波堤被災箇所2

図-17　震度分布図
出典：気象庁HP

図-18　クラック状況1

図-19　クラック状況２

図-20　沈下状況

４． おわりに

　令和7年は、港湾関係の災害に
限って言えば、12月に青森県東方
沖地震が発生しましたが、比較的少
ない年だったと思います。
　ただ、新年早々、令和8年1月6日
に島根県東部の震度5強の地震が
発生しました。また、小さいながらも
各地で地震が起こっています。幸い
港湾の被害報告はありませんでした
が異常な天然現象による災害がいつ
発生するか予測できないため、日頃か
らの備えが重要です。
　また、管理者の皆様におかれまして
は、日頃の施設の維持管理について
も重要ですのでお願いしているところ
です。
　港湾局では、令和4年度から毎年、
本省港湾局及び地方整備局等の職
員を対象に、港湾関係災害査定等に
関する座学研修および実務研修を行
い、災害査定等のスキル習得を目指
し取り組んでおります。
　リモートやドローン映像・三次元
データ等のデジタル技術の積極的な
活用により、災害査定の効率化を推
進し、災害復旧の更なる迅速化に努
めて参ります。
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増田港災害復旧事業について

１．種子島の概要

　種子島は、かつてポルトガルから
鉄砲が伝えられた地であり、現在は
日本最大のロケット発射場がありま
す。鹿児島県本土最南端の佐多岬よ
り南東約40kmに位置しており、平坦
で南北に細長い地形はどこかロケッ
トの形に似ています。鉄砲伝来紀功
碑がある門倉岬から、そう遠くない
場所に最先端科学の種子島宇宙セン
ターが建つという、過去と近未来が
融合したような島です。遠浅の美し
いビーチではシーカヤックやダイビン
グなど１年中マリンスポーツが楽しめ
ます。太平洋の荒波が打ち寄せる海
岸は絶好のサーフポイントが多数あ
り全国からサーファーが集まり、ファ
ンウェーブを求めて移住する人も多く
います。安納芋や黒糖、トビウオにナ
ガラメなど食も充実していて楽しみ
は尽きません。
　また、種子島から西対岸にかすか
に見える無人島の馬毛島では、自衛
隊基地の建設が本格的に始まり、東
に12kmのここ種子島は建設関係者
の寝泊まりする拠点となっています。
「コンテナハウス」と呼ばれる寝泊
まりする仮設住宅は島内の空き地に
次 と々建てられ、島の変化を象徴し
ています。消波ブロックなどの製作
は種子島でも行われており、かつて
の穏やかな島とは変わり、生コン車
や、ブロックを運搬する大型トラック
がひっきりなしに走っており良くも悪
くも賑わいを増しています。

報 告 事 項

位置図

種子島宇宙センター

門倉岬（鉄砲伝来の地）

5-3

中種子町役場　建設課　土木港湾係　　上浦　雄樹

増田港
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２．中種子町の概要

　中種子町は種子島の中央部に位
置する町で北は西之表市、南は南種
子町に隣接しています。南北に２２
km、東西に７kmの広がりを持ち総
面積は１３７．１８㎡です。そのうち
畑が約２８％、山林が約３２％を占め
ており農業や林業が盛んです。気候
は温暖で年間平均気温は１８℃。年
間降水量は２０００～２５００mm。
年間を通して穏やかな気候が続くた
め、訪れる季節を問わず楽しむこと
ができます。数ある観光スポットの
中から一番のおすすめは、「星空日
本一スポット」です。この場所は環境
省・全国星空継続観察で「夜空の明
るさが星の観測に適している場所」
として認定されました。周囲に明かり
はほとんどなく星空がとてもきれい
に観測できます。

星空日本一スポット

仮設宿舎「コンテナハウス」

３．増田港災害について

　増田港は種子島の中央付近の太
平洋側に面し伊勢海老漁と水イカ漁
を盛んに行っています。常時、５・６
隻の小型船舶が係留しており沿岸漁
業を主体とした港として、重要な役割
を担っています。また増田港沖では
稚魚の放流事業も行われています。
増田港背後には、県道が位置してお
り、増田地区の集落と島内各地を結
ぶライフラインとして利用されていま
す。その増田港が令和４年９月１４日
に日本の南の海上小笠原近海で発
生した台風１４号により被災を受けま
した。台風１４号は全国で観測史上
４番目に低い中心気圧９３５hpaで鹿
児島市に上陸しました。増田港へ最
接近した１８日の１５時ごろには最大
瞬間風速３５．５ｍを記録しました。
これにより防波堤堤頭部廻りの根固
めブロック及び被覆ブロックが移動・
飛散し、基礎捨石・海底地盤が洗掘
されたことにより防波堤が沈下、傾

被災のメカニズム

斜し被災を受けました。復旧方法に
ついては調査の結果ケーソン外部に
損傷がみられなかったため上部工及
び中詰材を撤去しケーソンの浮上仮
置きを行い、基礎部の整正後、再び
ケーソンの設置を行うものです。工事
に際し一番苦労した事は作業船の確
保でした。今回の工事と同時期に、さ
きに触れた馬毛島の自衛隊基地建
設の港湾工事が最盛期の段階で相
当数の作業船が馬毛島へ集中し拘
束されている状況でした。その影響
を受け工事で使用する作業船が確
保できずなかなか工事に着手できな
い状況が続きました。

馬毛島港湾工事の様子
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４．ケーソン内部の損傷

　令和６年度へ移り、ようやく作業
船も確保ができ施工を進めいている
中ケーソンの蓋コンクリート、中詰材
を撤去した段階でケーソン内部の隔
壁に損傷が確認されました。やっと
作業船の確保ができこれから順調
に工事が進捗していくと思っていた
矢先にまさに一難去ってまた一難と
いうような状況でした。構造上や施
工の安全上のさまざまな観点から今
後の方針の検討をした結果、既存の
ケーソンを再使用しての復旧は不可
能と判断されました。中詰材を抜き
不安定な状態になっているケーソン
を最終方針が決定するまでの間、長
期間放置しておくのは危険であった
ため、損傷したケーソンの撤去及び
仮被覆の応急工事協議を行い設計
変更の作業と同時に応急工事を行い
ました。協議を重ね、新たにケーソン
を製作し防波堤を復旧することで令
和７年１月末に設計変更の同意に至
りました。同年３月末で仮被覆などの
残工事が終え４年度予算の工事を完
了としました。

５．現状と今後について

　現在は、新規ケーソン製作及び据
付け工事の発注を終え、無事、受注
いただき契約を完了し工事に向けて
準備期間中であります。前回苦慮し
た作業船問題もクリアし使用する作
業船も目処がついたところです。しか
しながらもう一難、ケーソン製作は鹿
児島本土で行うのですが、鹿児島市
内の限られた製作施工ヤードがどこ
も使用中で、かつ今後も予約が入っ
ていて順番待ちという新たな課題が
浮上しました。予約を待っていても完
成が見込めないため県内さらに視野

を広げて別の製作ヤードを探さなけ
ればなりません。

６．おわりに

　令和４年に被災を受けて現在ま
で復旧に向けてさまざまな事がおき
て現在に至りますが、なんとしても無
事に復旧工事を完了させなければな
らないと真に思うところです。鹿児島
本土でケーソン製作が完了したのち
も離島ならではの約９０海里という

距離を異形函のバランスがとりにく
いケーソンを回航しなければならな
い難題にも今後、頭を悩ませること
になると思います。ひとつひとつ課題
をクリアして完成へ向けて前進して
まいりたいと思います。完成するころ
には、この工事を通して自身がスキル
アップできていればうれしく思いま
す。今後も引き続き、受注者・地域と
連携し復旧に向けて工事の進捗に
努めて参りたいです。

被災を受けて傾斜した防波堤堤頭部

ケーソン内部隔壁の損傷



1 8

震・津波対策海岸堤防等整備計画に
おいて、優先度の高い箇所として位置
付けられていました。
　整備にあたっての大きな課題は、工
事期間中の物流機能に与える影響で
した。そこで、防護ラインを岸壁沿い
に設定し、津波・高潮によるコンテナ流
出等の被害を防ぐとともに、プレキャス
ト胸壁を採用することで工期短縮と掘
削影響範囲の縮小を図りました。また、
ガントリークレーン周辺には、将来の点
検・更新作業を見据え、取り外し可能
な鋼製胸壁を設置するなど、港湾利
用にも配慮した構造としています。胸

要施設の有無、津波到達時間等）の
二つの評価指標により定量的に設定
しました。これにより、限られた予算の
中でも、防災・減災効果が高い箇所で
重点的に事業を推進することが可能
となりました。
　Ⅰ 期計画（平成27年度～令和６年
度）では、地震直後に堤防等が沈下
し、甚大な被害が想定されるなど、優
先度が高い箇所を対象に整備を実施
し、令和６年度をもって、Ⅰ期計画（約
49km）の整備は概ね完了しました。

３．地域特性を踏まえた整備
事例

ʢ̍ʣߴদ港ίϯςφλʔϛφϧʹ
͓͚Δ੔උ

　香川県の中心に位置する高松港
の朝日地区は、県内物流機能を支え
る重要な拠点です。F地区－10m岸
壁の背後にはコンテナターミナルが立
地し、日々 、活発な荷役作業が行われ
ています。一方、本岸壁は津波や高
潮に対して天端高が不足しており、地

香川県における地震・津波対策について

１．はじめに

　瀬戸内海に面する香川県は、比較
的穏やかな海象条件に恵まれている
一方、南海トラフを震源とする巨大地
震による津波被害のリスクを抱えてい
ます。近年、能登半島地震の発生や
南海トラフ地震臨時情報の発表など
を契機に、津波防災への関心は一層
高まっています。
　こうしたなか、香川県では、将来想
定される地震・津波による被害を軽減
するため、海岸堤防や護岸等の整備
を計画的に進めています。
　本稿では、香川県の津波対策事業
の考え方とともに、港湾等における地
域特性を踏まえた整備事例を紹介し
ます。

２．香川県地震・津波対策海岸
堤防等整備計画の概要

　香川県では、平成27年3月に「香
川県地震・津波対策海岸堤防等整備
計画」を策定し、30年間の全体計画
から、10年を一区切りとしたⅠ期から
Ⅲ期までの整備期間を設定し、優先
度の高い箇所から段階的に整備を進
めています。本計画では、比較的発
生頻度が高く、津波高は低いものの大
きな被害をもたらすL1津波と、これを
引き起こす地震動を対象外力としてい
ます。
　整備の優先順位は、①施設の状況
（天端高、構造形式、液状化危険度
等）と、②背後地の状況（資産額、重

報 告 事 項

香川県土木部港湾課

5-4

図- １　位置図

写真- １　高松港　
プレキャスト胸壁採用箇所

写真- ２　高松港　鋼製胸壁採用箇所
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　香川県では令和７年度に、南海トラ
フを震源域とする地震・津波を対象と
した「香川県地震・津波被害想定」を
実施・公表しました。この調査では、
最大クラスの津波（L2津波）に加え、
本計画で対象としている発生頻度の
高い津波（L1津波）における減災効
果について推計しており、整備が行わ
れなかった場合と比較して、香川県全
体のL1津波に対する浸水面積は、
2,839haから1,032haとなり、約３分の１
に減少する結果となりました。

５．おわりに

　令和７年度からはⅡ期計画の整備
が開始され、Ⅰ期計画で整備した区間
と一体となって、より高い防災効果が
発揮される箇所を中心に事業を進め
ていきます。
　今後も、瀬戸内の穏やかな海と共生
しながら、県民の安全・安心を支える
地震・津波対策を着実に推進していき
たいと考えています。

しての役割を担いました。
　土庄港海岸は、世界で最も狭い海
峡としてギネスブックに認定された土
渕海峡の両側に位置し、観光地として
も多くの来訪者がある場所です。こ
のため、防災機能の確保に加え、周辺
景観との調和を重視し、護岸に化粧
型枠による石積模様を施すなど、地域
の魅力を損なわない工夫を行いまし
た。

４．Ⅰ期計画の事業効果

　Ⅰ 期計画の完了により、県内沿岸部
では、地震直後における堤防機能の
確保や、津波浸水リスクの低減といっ
た効果が期待されます。こうした整備
効果は、被害想定調査の結果にも表
れています。

壁には階段を設け、水際へのアクセス
性も確保しました。
　施工は、ターミナルが稼働していな
い夜間を中心に行い、官民が連携し
ながら工事を進めることで、約10か月
という短期間で、延長約630mの胸壁
整備を完了しました。

ʢ̎ʣ土ঙ港海岸ʹ͓͚Δ؍ܠと
ௐ࿨ͨ͠੔උ

　土庄港海岸は、瀬戸内海で２番目
に大きい島である小豆島の南西部に
位置しています。
　2010年に始まった現代アートの祭典
「瀬戸内国際芸術祭」において、小
豆島は会場の一つとなっており、５回目
の開催となる2025年においても、国内
外から多くの観光客が訪れ、島の玄
関口である港は交流・にぎわい拠点と

写真- ３　土庄港　化粧型枠採用箇所

写真- ４
土庄港　瀬戸内国際芸術祭作品　

「太陽の贈り物」　チェ・ジョンファ　
Photo:ICHIKAWA Yasushi

図- ２　高松港における整備効果（「香川県地震・津波被害想定」より）
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保全基本方針」（令和2年11月20日）、
「気候変動の影響を踏まえた海岸保
全施設の計画外力の設定方法等に
ついて」（令和3年8月2日）の通知を
踏まえ、気候変動の影響を踏まえた防
護水準の見直しが主な変更点となりま
す。気候変動による影響では平均海
面水位の上昇や台風の強大化等が
考えられ、これらを考慮した数値シミュ
レーションを行い、気候変動の影響を
考慮した海岸保全施設等の目安とな
る高さを算出しました。

４．数値シミュレーションの条
件の変更

　当課は東京湾沿岸海岸保全基本
計画（千葉県区間）を所管しているこ
とから、東京湾沿岸（千葉県区間）に
おける数値シミュレーションの設定条
件の主な変更点である平均海面水位
の上昇量と台風規模について、記載し
ます。
　平均海面水位の上昇量は、「日本
の気候変動2020」（令和2年12月、文
部科学省・気象庁）においてRCP2.6
シナリオ（2℃上昇相当）における21世
紀末における日本沿岸の平均海面水
位は20世紀末からの偏差が約0.39m
上昇すると予測されたことから、上昇
量を0.4mとし、津波及び高潮・波浪の
いずれの数値シミュレーションにおいて
も適用しています。また、台風に関連
する高潮・波浪の数値シミュレーション
では、RCP2.6シナリオ（気温2℃上昇
相当）のおける2100年時点を想定す

化学工業、エネルギー関連企業など
が多く立地しています。また、物流拠
点となる千葉港や木更津港があるた
め、船舶による輸出入等が盛んに行わ
れています。一方、富津市以南から
茨城県境までの区間には豊かな自然
が広がり、水産業や漁業、海洋レクリ
エーションなどに利用され、令和2年に
開催された東京オリンピックでは、一宮
町の釣ヶ崎海岸がサーフィン競技の
会場となりました。
　このように多様な海洋空間の利用
が行われている千葉県では、東京都
との都境から館山市洲崎までの区間
を対象とした「東京湾沿岸（千葉県区
間）」と、館山市洲崎から茨城県境ま
での区間を対象とした「千葉東沿岸」
の2つの区間でそれぞれ海岸保全基
本計画を策定しています（図 1）。平
成11年5月の海岸法の一部改正を受
けて、平成15年8月に千葉東沿岸、
平成16年8月に東京湾沿岸（千葉県
区間）の海岸保全基本計画（初版）を
策定し、その後も社会経済状況の変
化に対応した海岸法の改正に伴い、
海岸保全基本計画の変更を行ってい
ます。なお、本稿で述べる「海岸保全
基本計画」とは、「東京湾沿岸（千葉
県区間）」および「千葉東沿岸」の両
計画を指します。

３．海岸保全基本計画の変更
概要

　令和7年3月の海岸保全基本計画
の変更では、国土交通省による「海岸

千葉県の海岸保全基本計画の変更について

１．はじめに

　このたびは執筆の機会をいただき、
誠にありがとうございます。
　千葉県では令和7年3月に海岸保
全基本計画の変更を行いました。本
稿では、その変更の概要や工夫した
点、今後の取組予定についてご紹介
させていただきます。

２．千葉県の海岸保全基本計画

　千葉県は三方を海に囲まれ、西側
には東京湾、南側から東側にかけて
は太平洋が広がっています。その海
岸線は約531kmにわたり、28の市町
村と接しています。
　海岸の利用状況も多様で、千葉県
の浦安市から富津市付近までは京葉
臨海工業地帯と呼ばれ、鉄鋼業や重

報 告 事 項

図 1　東京湾沿岸（千葉県区間）と千葉東沿岸の範囲　

千葉県 県土整備部 港湾課 企画班
副主査　髙山　淳平

RCP2.6シナリオ（2℃上昇相当）： IPCC海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）で想定する4シナリオの1つで、パリ協定で目標としているシナリオに相当  
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います。現在は胸壁および護岸の整
備を進めており、来年度から水門の工
事に着手する予定となっています。

８．今後の取組予定

　施設単独の整備とするのであれば
気候変動の不確実性や社会状況の
変化を反映できるように段階的な整
備の考え方がある一方で、県全体の
施設整備を同時期に実施するのは、
予算や実施体制の面で困難となりま
す。そのため、今後は施設の整備状
況等を踏まえ、県として具体的な施設
の整備方針の検討に取り組んでいくこ
ととしています。

６．計画変更で工夫したこと

　東京湾は本県、東京都、神奈川県
に囲まれた閉鎖性海域であり、海岸
保全については行政の境界を越えて
「一つの水域」として捉える必要があ
りました。設計高潮位や設計波浪の
算出に必要な外力については、隣接
する都県と異なる設定を行うと境界部
で防護レベルに不連続が生じるため、
台風モデルや海面上昇量の取り扱
いについては慎重に議論を重ねまし
た。一方で、本県は外洋に面した千
葉東沿岸も有しており、内湾とは現象
が異なることから、県全体として設計
思想が乖離しないよう、庁内でも横断
的に整合を図ることに留意しました。
気候変動への適応策については、す
べての施設を将来の海面上昇分等を
見越して一度に嵩上げするのは現実
的ではないことから、気候変動の不確
実性や社会状況の変化を反映できる
よう、段階的な整備を実施することとし
ています。

７．海岸保全施設の整備事例

　千葉港海岸船橋地区の約2.3km
の区間（図4）においては、国の直轄事
業として、令和7年3月の海岸保全基
本計画に基づく整備が進められてい
ます。事業の概要は、護岸915m、胸
壁1,255m、陸閘7基、排水機場1箇
所、水門1基の機能強化を行うもので、
事業期間は令和15年までを予定して

るため、台風の最低中心気圧を940hPa
（伊勢湾台風級）から930hPa（新伊
勢湾台風級）に変更し、気候変動の影
響を見込んだ条件を設定しました。
　これらの条件に基づく算出結果を
図2に海岸保全施設等の目安高さとし
て整理しています。目安高さの値が
一定でないのは、地域海岸ごとに代表
施設に対してのみ波浪の影響を考慮
した検討をおこなったためであり、波向
き等による不確実性があることから本
計画では幅がある目安高さとして整理
しました。

５．地域海岸の一部細分化

　数値シミュレーションに用いる地形
モデルにあたっては、最新の情報をも
とに見直しを行いました。数値シミュ
レーションにおける格子間隔を狭くし
たことから、海岸保全施設等の目安高
さが計画変更前と比較して大きく変
化する区間もあったため、津波外力が
作用する一連の区間である地域海岸
の一部について細分化を行いました
（図３）。

図 5　施工状況（上：施工前、下：施工後）

図 2　海岸保全施設等の目安高さ   （現在・将来）

図 3　地域海岸の見直し例

図 4　整備箇所図

RCP2.6シナリオ（2℃上昇相当）： IPCC海洋・雪氷圏特別報告書（SROCC）で想定する4シナリオの1つで、パリ協定で目標としているシナリオに相当  

築造前の状況

施工完成後状況
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　大規模な臨海工業地帯を支える堺泉北港。その一角に今も大切に保存されている旧堺燈台は、
明治10年から昭和43年まで、約1世紀にわたり港の安全を見守り続けてきました。本作品は、そ
の旧堺燈台がまるで現代に甦ったかのような、ドラマチックな一瞬を見事に捉えています。赤く
燃える夕焼けを背に、後光をまとったかのように力強く、堂々と聳える旧堺燈台。その姿は、神々
しく、圧倒的な存在感を放ち、いまも変わらず港を静かに見守っているようです。作者はこの瞬
間に巡り合うために、何度も何度も現地に足を運び、シャッターチャンスを待ち続けたそうです。

奥谷裕　堺旧港　

燃ゆる空

本コンテストは、写真を通じて津々浦々の港や海辺の四季折々の姿を表現していただき、
ともすれば港と疎遠になりがちな方々に対してその魅力を再認識していただくと共に、

ウォーターフロントへの関心を高めていただくことを目的としています。
今年で34回目の本コンテストには、541点の応募がありました。いただいた作品に対して
令和7年10月24日に厳正なる審査を行った結果、次のとおり入選作品を決定いたしました。

　今年の上位入賞者の方々から、ご自身の受賞作品に込めた思いなどを伺う機会がありました。あくま
でも参考として、その中で共通して見られた特徴をいくつかご紹介します。
　まず一つ目は「意図」です。自分が何に心を動かされたのか、その感動をどのように写真で表現し、
見る人に伝えたいのか。撮りたいもの、伝えたいことといった作品の意図が明確であるということです。
　二つ目は「執念」です。満足のいく最高の瞬間を求め、同じ場所に何度も足を運ぶ。作品に向き合う
強い執念が伝わってきました。
　三つ目は「観察力」です。テーマである港を丁寧に、じっくり観察する姿勢です。その観察力こそが
既成概念にとらわれない独創的な作品を生み出す源になっているように感じます。
　写真は自由です。港という舞台で皆さんが出会い、心を動かされた一瞬の輝きを写真に残し、本コン
テストを通じて多くの人たちと共有していただけたら、これほど嬉しいことはありません。来年もまた、
チャレンジングな作品のご応募を心よりお待ちしています。

「港の風景」               写真コンテスト2025

最優秀賞 国土交通大臣賞

総 評
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　2025年7月20日。大勢の人々に見送られ
ながら、新造クルーズ船「飛鳥Ⅲ」が横浜港
大さん橋国際旅客ターミナルからデビュー
クルーズへと出航しました。本作品は、そ
の記念すべき就航セレモニーの様子を、魚
眼レンズを用いて船体と見物客を画面いっ
ぱいに大胆に俯瞰撮影したものです。魚眼
レンズならではの空間の広がりと立体感が
強調され、現場の熱気がそのまま伝わって
くる臨場感あふれる作品に仕上がっていま
す。歓声やブラスバンドの音色、そして出
航を告げる汽笛までもが、今にも聞こえて
きそうです。

大島正美
横浜港大さん橋国際客船ターミナル　

飛鳥Ⅲデビュー

国土交通省港湾局長賞

　青森県弘前市のPR事業として、2022年
から毎年神戸ハーバーランドで開催されて
いる「弘前ねぷた祭」。本作品は、神戸港の
シンボルであるメリケンパークの建物群と
ねぷたの鮮やかなイルミネーション、そし
て大勢の見物客を巧みに一つの構図に収
め、観光都市・神戸の魅力と賑わいを凝縮
した一枚です。人々の優しさや温もりを感
じさせるオレンジの色調も非常に効果的
で、どこかほっとする雰囲気までも伝わっ
てきます。折しも、阪神・淡路大震災から
今年で30年。壊滅的な被害を受けた当時の
神戸港の姿を思い返すと、深い感慨を覚え
ます。

宮田敏幸　神戸港

出張「ねぷた」

（公社）日本港湾協会会長賞

　日本有数の石油化学コンビナートを擁す
る四日市港。本作品は、消防出初式のハイ
ライトである陸・海・空の一斉放水訓練の瞬
間を見事に捉えています。シンボリックな
煙突を中心としたコンビナート施設群を背
景に据え、消防車・消防艇・消防ヘリをバラ
ンスよく配置。赤と白の鮮やかなコントラ
ストが美しく、力強い印象を与えています。
絶妙な撮影ポジションを選択し、高い防災
意識をもつ作者だからこそ撮影できた一枚
です。

山室正輝　四日市港

陸海空の防災訓練

港湾海岸防災協議会会長賞
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巨大な石油基地を有する鹿児島県・喜入港。産油国と国内各地
の製油所を結ぶ原油の中継備蓄基地として、日本の経済と産業活
動を支える重要な役割を担っています。本作品は、人々が寝静ま
る深夜の時間帯に稼働する大型タンカーと原油タンク群を、望遠
レンズの圧縮効果を活かして捉えた迫力ある一枚です。幾何学的
でメカニカルな施設群がディテールまでシャープに描写され、そ
の存在感がより一層強調されています。私たちの平穏な暮らしを
支えるために、昼夜を問わず365日休むことなく稼働し続けるイン
フラ施設。その尊さがしみじみと伝わってくる作品です。

部門賞「みなとの活動」
浜田誉 喜入港（鹿児島県）

深夜の石油基地

東京・大横川と隅田川の合流地点に位置する大島川水門。高潮
などの水害から地域を守るために設けられた防潮水門です。本来
は強固で重厚な施設ですが、本作品では、夕暮れのオレンジ色の
照明に照らされた温かみのある姿が印象的に描写されています。
私たちの暮らしの安全と安心を静かに支えるこの水門が、まるで
優しく寄り添い見守 ってくれているかのようです。そんな水門へ
の感謝の気持ちが込められた一枚です。

部門賞「防災」
小森一美　東京港大島川水門

優しく見守る大島川水門

日本を代表するクルーズ拠点港、横浜港。本作品は、世界中のク
ルーズ船で賑わう港の様子を俯瞰視点で捉え、クルーズ船や港湾施
設、さらに背後に広がる街並みを画面いっぱいに収めています。そ
のため、大型クルーズ船の圧倒的なスケール感が存分に伝わってき
ます。手前の新港ふ頭に1隻、大さん橋に2隻、さらにベイブリッジ
の奥に位置する大黒ふ頭にも1隻。合計4隻もの大型クルーズ船が同
時に寄港するという、非常に貴重なシーンが見事に記録されていま
す。青い海と白い船体のコントラストも美しく印象的です。

部門賞「賑わい」
重田圭介　横浜港
クルーズ船の集う日

富士山を望む静岡県沼津市の古宇港。伊豆半島越しに駿
河湾と富士山が織りなす絶景の中、カモメが一斉に飛び立
つ瞬間を見事に捉えた作品です。安定した構図と躍動感あ
ふれるカモメの動きが絶妙に調和し、美しさだけでなく、
ダイナミックでリズム感あふれる一枚に仕上がっていま
す。作者は、この瞬間を捉えるために3年間通い続けたとい
います。その執念と情熱が結実した価値ある作品です。

部門賞「自然・歴史」
藤井昭浩　古宇港（静岡県）

冬の風物詩

部門賞           
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国際コンテナ戦略港湾・阪神港の一翼を担う大阪港咲洲コンテナターミナ
ル。その一角にある空コンテナ置き場での一コマを捉えた作品でしょうか。青
空を背景に積み上げられたコンテナの鮮やかな色彩と、規則的に並ぶ幾何学
模様の美しさが印象的です。コンテナターミナルといえば、多忙でダイナミッ
クな光景が思い浮かびますが、本作品はそのイメージとは対照的に、どこかほ
のぼのとした情景を切り取りました。一見何気ない風景を見逃さず、ひとつの
作品に仕上げた作者の観察力と感性が伝わってきます。

多養元秀　大阪南港
カラーＢＯＸ

日本一の外貿コンテナ取扱量を誇る東京港を代表するコンテナターミナル
のひとつ、青海コンテナふ頭。その隣接地にある青海南ふ頭公園からは、ガン
トリークレーンによるダイナミックなコンテナ荷役の様子を間近に眺めること
ができます。本作品は、ガントリークレーンのスプレッダ（コンテナの連結・
切り離しを行う装置）を技術者たちが点検している瞬間を捉えたものでしょう
か。どれだけ機械化・自動化が進んでも、港の物流を支えるのは最終的に
「人」であることを改めて実感させられる一枚です。

宇田川憲一　東京港青海コンテナふ頭
まもなく点検終わります

新潟県佐渡島の海の玄関口である両津港。新潟県本土を結ぶカーフェリー
は、旅客輸送や生活物資輸送など島民生活を支える需要な生命線です。この作
品は、カーフェリーが着岸する際に係留ロープを岸壁の係船柱に繋ぐ「綱取り
作業」のワンシーンを捉えたものです。躍動感あふれ、作業員たちの表情がと
ても印象的でチームワークの良さが伝わってくる一枚です。絶好のシャッター
チャンスを見事に捉えています。

竹内秀明　両津港　
船をつなぐ

横浜港新港ふ頭旅客ターミナルに初入港したのは、ドイツのクルーズ会社が
運航する「オイローパ2」。その入港を迎えたのは、1914年に整備され、近代
横浜港の基礎を築いた「横浜港ハンマーヘッドクレーン」です。夜空を背景
に、美しくライトアップされた新旧の巨大構造物が競演する姿を、スケール感
たっぷりに表現した作品です。活躍する時代も役割も異なる両者ですが、互い
に敬意を表し、静かにエールを交換しているかのように見えます。

小城原淳　横浜港
初入港を祝う七色のクレーン

　博多港の造船所で行われた貨物船の進水式の一コマです。色とりど
りのカラーテープが舞い上がる中、船上で祝福する作業員たちの姿を
捉えた作品です。表情は見えなくとも、この日を迎えるまでに幾多の苦
難を乗り越え、地道に努力を重ねてきた作業員たちの喜びと安堵の気
持ちが伝わってきます。船のスケール感を際立たせる大胆な構図と、絶
妙なシャッターチャンスを逃さず捉えた独創性のある一枚です。

古川佐代美　博多港

歓喜に湧く作業員員

優秀賞           
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主催
　（公社）日本港湾協会
　港湾海岸防災協議会

後援
　国土交通省

入選	
　河野サエ子「盛夏海の競泳」（門司港）
　宇田川憲一「ロープ受け取りました」

（東京港青海コンテナふ頭）
　小城原淳
　　「東京湾を染めるダイヤモンド富士」

（浦安海岸）
　松田裕次「最後の鐘の音」

（佐伯港（大分県））
　勝浦大貴「舫を解け！」（徳島港）
　大島正美「富士山に見守られ」（横浜港）
　片岡雅子「煌めく港」（神戸港）
　末廣周三「大漁祈願禊ぎ」

（脇之浦漁港（北九州市））
　刈谷直行「Let's try」（新潟西港）
　能登正俊「海と空と」（東京港）
　真船秀章「遠路はるばる」（那覇港）
　多賀啓介「アーチ１」

（神戸港六甲アイランド）
　樋口真一「黄昏の深色」（大阪港）
　渡部孝明「ローゼ橋そして半世紀」

（西郷港（島根県））
　大西隆「大阪関西万博会場建設中」

（大阪港）
　小西直昭「みなとみらいは今日も晴れ」

（横浜港）

協賛
　（一社）日本旅客船協会
　（一社）ウォーターフロント協会
　（一社）日本外航客船協会
　（一社）日本マリーナ・ビーチ協会
　（一財）みなと総合研究財団
　（一財）港湾空港総合技術センター
　富士フイルムイメージングシステムズ（株）

国土交通大臣賞
　奥谷裕「燃ゆる空」（堺旧港）
国土交通省港湾局長賞
　大島正美「飛鳥Ⅲデビュー」
（横浜港大さん橋国際客船ターミナル）
日本港湾協会会長賞
宮田敏幸「出張「ねぷた」」（神戸港）
港湾海岸防災協議会会長賞
山室正輝「陸海空の防災訓練」（四日市港）
部門賞「みなとの活動」
　浜田誉「深夜の石油基地」（喜入港（鹿児島県））
部門賞「防災」
　小森一美「優しく見守る大島川水門」

（東京港大島川水門）
部門賞「賑わい」
　重田圭介「クルーズ船の集う日」（横浜港）
部門賞「自然･歴史」
　藤井昭浩「冬の風物詩」（古宇港（静岡県））
優秀賞
　多養元秀「カラー BOX」（大阪南港）　
　宇田川憲一「まもなく点検終わります」　
　　　　　　　（東京港青海コンテナふ頭）
　竹内秀明「船をつなぐ」（両津港）
　古川佐代美「歓喜に湧く作業員」（博多港）
　小城原淳「初入港を祝う七色のクレーン」
　　　　　　　　　　　　　　　（横浜港）　

　山崎秀司「荒海を見守る」
（間人漁港（京都府））

　酒井直人「茜に眠る港」
（江口漁港（鹿児島県））

　金岡明光
　　「大阪南港の災害訓練」（大阪南港）
　西川靖弘「魚たちの見つめる空」

（高師浜（大阪府））
　藤松政晴「世界遺産を臨んで」（長崎港）
　茂泉隆二「夕暮れの盤州干潟」（東京湾）
　戸崎安司  
　　「タグボートは力持ち」（千葉港）
　城田祥男「雪除け」（津居山港（兵庫県））
　中林義博「復興中の金沢港耐震岸壁」

（金沢港）
　重田圭介「光彩陸離」（横浜港）
　後谷弘「立山連峰を背に」（富山新港）
　寺尾幹男「漁港の一日」

（神子漁港（福井県））
　溝手昌樹「茜色の夕べ」（宇野港）
　林正和「出港前の聴衆」（大阪港）
　天満吉宏「力持ち」（木更津港）

審査員（順不同・敬称略）

　齋藤　潮〈東京工業大学（現東京科学大学）名誉教授〉
　　廻　洋子〈敬愛大学特任教授〉
　松野正雄〈写真家〉
　逸見　仁〈写真家〉
　西村尚己〈写真家/アフロ〉
　馬場　智〈国土交通省港湾局海洋・環境課長〉
　佐々木規雄〈国土交通省港湾局海岸・防災課長〉
　大脇　崇〈（公社）日本港湾協会理事長〉
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港
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天
満
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持
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（注）撮影地の港名･海岸名は通称名を含みます。
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節目の第10回「2025濱口梧陵国際賞」

1. はじめに

　2013年、日本では11月5日を「津波
防災の日」と法律で定めました。この
日は、安政元年（1854年）に発生した
安政南海地震に由来します。当時、
紀州藩広村（現在の和歌山県広川
町）の濱口梧陵は、大地震後に津波
が来るという伝統的な知識をもとに津
波の襲来を予期し、村人を避難させる
ため自らの稲わらに火をつけて高台
へ誘導しました。この「稲むらの火」
の逸話は、日本の防災文化を象徴す
るものとして広く知られています。そ
の後、濱口梧陵翁は私財を投じて被
災地の復興や堤防建設に尽力し、後
の津波からも多くの命を守りました。こ
の精神は現代の防災理念にも通じる
ことから、2015年12月、国連総会は11
月5日を「世界津波の日」と制定し、津
波防災の重要性を国際的に啓発する
取り組みが始まりました。これを受け、
2016年には沿岸防災技術の啓発と普
及促進を目的として、濱口梧陵翁の名
前を冠した「濱口梧陵国際賞」が創設
されました。今年で節目の第10回目と
なる2025年濱口梧陵国際賞表彰式
典の概要について紹介します。

２．受賞者とその功績

濱口梧陵国際賞の式典等、表彰に
至るまでの一連の事務は、国土交通
省関係の18団体で構成される国際津
波・沿岸防災技術啓発事業組織委

員会(事務局：国立研究開発法人 海
上・港湾・航空技術研究所　港湾
空港技術研究所）で実施されていま
す。
　多くの候補者の中から、国内外の
10名の有識者で構成された選考委員
会（委員長：河田惠昭　京都大学名
誉教授）による審査の結果、2名が選
定されました。

＜受賞者と功績の概要＞
◎ 三村　信男 博士
（茨城大学名誉教授）
　三村博士は、地球環境工学・海岸
工学の分野で研究を重ね、津波や高
潮の科学的評価や気候変動対策の
構築に大きく貢献されました。特に南
太平洋の小島嶼国や東南アジア諸国
での国際共同研究を主導し、ツバルや
タイ、ベトナムでは行政や大学、国際
機関と協力して防災対策の策定に寄
与しました。また、IPCCの第2次から
第6次評価報告書に継続して参加す
る中、沿岸域や小島嶼国のリスク評価
を世界に発信し続け、国際政策に影
響を与えました。国内では、茨城県津
波対策検討委員会でL1・L2 津波概
念の導入を主導するなど、防災対策
や海岸管理政策の推進に尽力されま
した。さらに、茨城大学長として防災・
環境教育を推進し、ハノイに設立され
た日越大学を通じて途上国の人材育
成にも尽力するなど、研究・政策提
言・教育・国際活動といった多方面
から社会のレジリエンス向上に貢献さ

れました。

◎ ステファノ・ティンティ博士
（ボローニャ大学母校招聘教授）
　ティンティ博士は、40年以上にわた
り津波科学を先導してきた国際的権
威であり、ボローニャ大学では地球物
理学の教授を勤められました。多くの
若手研究者を育成し、その門下生は
欧州各地で活躍しています。発表論
文は270編を超え、津波発生メカニズ
ムや数値モデリング、ハザード評価に
大きな成果を挙げております。特に地
中海地域における地震・地すべり・
火山起源の津波研究を推進し、歴史
的な津波の再現や津波カタログの整
備を通じて防災計画の基盤を築きまし
た。さらに「最悪ケース想定」に基づ

To p i c sTo p i c s

国土交通省　港湾局　海岸・防災課　災害対策室
　緊急物資輸送係長　斉藤　宏輔

写真1　三村信男博士への表彰楯授与

写真2　三村信男博士による記念講演
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くリスク評価や建築物の脆弱性評価
手法を普及させ、研究成果を社会実
装に結びつけました。UNESCOの北
東大西洋や地中海沿岸を対象とする
津波警報システム議長や国際津波委
員会にも長年関与し、国際的な防災
政策の構築にも貢献されました。こう
した活動を通じ、欧州および世界の津
波防災力の向上に貢献されました。

３．濱口梧陵国際作文コンテスト

より幅広い世代に津波防災の普
及・啓発を図るため、濱口梧陵のエ
ピソードを読んで、「考えたこと」「感じ
たこと」「体験したこと」等を綴った作
文を、国内外の高校生から募集しまし
た。2023年から始められた新たな取
組で、今回が３回目となります。19カ国
から123作品の応募があり、作品数は
過去最大となりました。濱口梧陵国
際作文コンテスト選考委員会による厳
正な審査の結果、優秀賞１作品、入選
6作品が選定されました。

＜受賞者＞
◎ 優秀賞 
　ソフィア・キスリンスカさん
（Vesnyanskyi Lyceum of Mykolaiv 
Oblast（ウクライナ））

◎ 入選
シロタ ミレイさん（スイス）
　イ ウンソンさん（韓国）
　ゴヤル・プラティヤクシュさん

（インド）
クマリ・サラスワティさん（インド）
　宮﨑 大輔さん（日本）
　間瀬 葵さん（日本）

受賞作品は、以下のURL参照。
https://www.pari.go.jp/PDF/
r7d_essaycontestwinner_jp_
2025R3.pdf

４．授賞式及び記念講演会

昨年11月11日、東京都千代田区に
ある海運クラブにおいて、濱口梧陵国
際賞、濱口梧陵国際作文コンテスト
優秀賞の授賞式を開催しました。受
賞者のほか、選考委員会の河田惠昭
委員長、濱口梧陵翁のご子孫である
濱口道雄ヤマサ醤油（株）会長、永井
学国土交通大臣政務官、世界津波
の日」提唱者の二階俊博氏、森山𥙿
衆議院議員等、約100名が出席しまし
た。その後の記念講演会では、冒頭
で作文コンテスト優秀賞を受賞したソ
フィアさんが、ビデオにて受賞作品を
披露していただき、続いて、国際賞受
賞者より津波・沿岸防災技術等に関
する取り組みについて、講演していた
だきました。

５．おわりに

濱口梧陵国際賞授賞式は、2016
年に取り組みはじめて以来、今回で節
目となる10回目となりました。
　これからも、国際津波・沿岸防災技
術啓発事業組織委員会と連携を図り
ながら、濱口梧陵国際賞の啓発活動
を行い、津波防災対策の更なる向上
に努めて参ります。

写真5　ソフィア・キスリンスカさん
からのビデオレター

写真6　記念写真

写真3　ステファノ・ティンティ博士への
　　　　 表彰楯授与

写真4　ステファノ・ティンティ博士
　　　　　 による記念講演
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「世界津波の日」２０２５高校生サミットin仙台
の開催について

世界津波の日について

　１１月５日は、「世界津波の日」です。
これは、２０１５年１２月、第７０回国連
総会で、日本リードで１４２か国が共に
提案し、１１月５日を「世界津波の日」と
して制定する決議が満場一致で採
択されました。日本国内においても、
「津波対策の推進に関する法律」に
より、１１月５日が「津波防災の日」と定
められております。
　１１月５日は、津波から多くの命を
救った有名な逸話「稲むらの火」に由
来します。これは、安政元年（１８５４
年）１１月５日に起きた安政南海大地
震の際、伝統的知識から津波を察知
した一人の村のリーダー（濱口梧陵）
が、自らの稲束（稲むら）に火をつけ多
くの村人を高台に避難させ、命を救っ
たという話です。彼は、その後、堤防
の建設にも取り組み、村人の命を守る

ための基盤を築きました。 
　津波による被害は世界各地で発生
していますが、その頻度は高くありま
せん。しかし、ひとたび起きれば、そ
の被害は甚大であり、被災範囲も広
いのが特徴で、世界中には津波その
ものやその避難方法を知らないため
に命を落とす人々が多いのも事実で
す。
　「世界津波の日」に合わせて、世界
各地において、「津波に対する意識
向上のための啓発活動」や「津波対
策の強化」等の取組が実施されてお
り、2025年は「世界津波の日」の制
定から１０周年にあたる節目の年です。
　日本政府は、これまで国連防災機
関（UNDRR）などと連携し、「世界津
波の日」高校生サミットや濱口梧陵国
際賞・作文コンテスト、国連本部での
啓発イベント、世界津波博物館会議
などの取組を実施してきました。

「世界津波の日」高校生サミット
について 

　「世界津波の日」高校生サミットは、
２０１６年から世界各国の高校生（国
内外高校生２００～４００名）が津波
の脅威と対策について学ぶ場です。
国際社会において、このようなユース
に着目した防災に関するイベントは多
くありません。
　これまで、高知県・黒潮町、沖縄
県、和歌山県・広川町、北海道、新
潟県・新潟市、熊本県・熊本市、の
計６回開催され、２０２５年１１月に開
催した「世界津波の日」２０２５高校生
サミットin仙台が第７回目となり、東北
地方で初めての開催となりました。
本開催を含めて、これまで延べ２００
を超える国・地域、延べ２，２００名を
超える国内外の高校生が参加しまし
た。防災教育という視点からも世界

To p i c sTo p i c s

外務省　国際協力局　地球規模課題総括課　佐伯　勇輔

稲束（稲むら）に火をつける濱口梧陵

6-3

第７０回国連総会本会議の様子



Wave & Beach 3 3

各国における防災協力の取組を進め
ております。

「世界津波の日」２０２５高校
生サミットin仙台について

　２０２５年１１月２７日から２８日にか
けて、「世界津波の日」２０２５高校生
サミット in 仙台が「“世界とつながろ
う。津波から未来を守るため”－東日
本大震災の教訓と仙台防災枠組か
ら、災害リスクと防災・減災を考える
－」というテーマで東北大学災害科
学国際研究所において開催されまし
た。
　同サミットには、日本国内高校生６１
名、９か国からの海外高校生２７名、
合計８８名が参加し、津波対策を始
めとする防災についてグループディス
カッションを実施し、成果として、「仙
台未来宣言」を発表しました。同宣
言では、津波をはじめとする自然災害
の脅威と向き合い、未来の安全と持
続可能な社会を実現するために行動
する決意を表明されております。
　開会式では、郡仙台市長及び英
利外務大臣政務官が主催／共催者
挨拶を行ったほか、高市内閣総理大
臣のメッセージが代読されました。ま
た、閉会式では、UNDRRのカマル・
キショー防災担当国連事務総長特
別代表からのビデオメッセージも寄せ
られ、今村東北大学副学長や伊藤
宮城県副知事から挨拶を頂きました。
　サミットの開催前には、海外高校生
はスタディーツアーに参加し、福島県
相馬市の取組や仙台塩釜港、震災
遺構である仙台市立荒浜小学校等
を視察しました。仙台塩釜港では、
国際拠点港湾としての役割や、仙台

港区ふ頭再編改良事業等について
説明を受けたほか、東日本大震災に
おける被害と復旧、港湾が果たした
役割について説明を受けました。海
外高校生のアンケート調査には、リア
ルな災害の現場や復興の様子を見る
ことができ、防災・減災の重要性につ
いての認識が深まった、という意見が
寄せられました。
　高校生サミットでは、３つの分科会
（テーマ１：大規模災害を教訓として
より良い復興を考える、テーマ２：防
災における多様なステークホルダー
の参画を考える、テーマ３：教訓をつ
ないでいくための伝承と災害文化を
考える）が行われ、その内容は「仙台
未来宣言」に反映されました。本宣
言は、参加した国内外の高校生が
スタディーツアーや分科会を通じ、防
災・減災を未来に繋いでいくことの
重要性について考えた結果であり、
津波をはじめとする自然災害の脅威
と向き合い、未来の安全と持続可能
な社会を実現するために行動するこ
とを決意表明したものです。
　避難行動を含め、防災の取組にお
いて、ユースの参画は重要であり、日
本政府は防災教育の取組を進めて
おります。今般の宣言は、「私たちに
は、自然の恵みに感謝し、その脅威を
正しく理解するとともに、災害の記憶
と文化を未来へとつなぐ責任がありま
す。このサミットで育んだ絆を力に、
私たち一人ひとりが防災リーダーとし
て、より良い復興と災害に強い未来の
実現に向けて行動することを、ここに
宣言します。」と結ばれております。
本サミットに参加した国内外の高校
生が将来の防災リーダーとして活躍
することを期待しています。

高校生サミットの集合写真

仙台塩釜港の視察の様子

高校生サミットの集合写真

郡仙台市長挨拶の様子

仙台未来宣言の発表の様子

分科会の様子
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日本初のフレスコボール国際大会開催 !躍動感あふれるビーチ
「ジャパンビーチゲームズ須磨 2025」  

はじめに

　兵庫県神戸市にある須磨海岸は、
古くから「白砂青松」として愛されてき
た日本を代表する風光明媚な海岸で
ある。古代では海藻を使って塩を作る
「藻塩焼き」の町として栄え、万葉集
の歌にも「須磨人の 海辺（うみへ）常
（つね）去らず 焼く塩の 辛（から）き
恋をも 我（あ）れはするかも」と恋心を
のせた歌が数多く残されている。「源
氏物語」の舞台の一つとしても知ら
れ、主人公の光源氏が政争に敗れて

To p i c sTo p i c s

NPO法人日本ビーチ文化振興協会
代表理事　佐伯　美香

歴史と文化が息づく須磨海岸

都を追われ、移り住んだのが須磨であ
る。初めて見る海や初めて経験する
暴風雨に嘆き、都での華やかな生活を
懐かしく恋しがりながら過ごした心情
が描かれている。また、須磨の一ノ谷
は源平合戦の「一ノ谷の戦い」の激
戦地として知られ、平敦盛と熊谷直実
の悲話は、能や歌舞伎の題材として語
り継がれている。 
　景勝地としてだけではなく、須磨海
岸は神戸の都市形成における重要な
役割を担っていた。1946年から2005
年まで60年間にわたり稼働していた

「須磨ベルトコンベヤ」は、神戸副業
産業団地と須磨海岸とを結ぶ全長
14.5㎞の土砂運搬施設で、山の土砂
をベルトコンベヤで運搬し、ポートアイ
ランドや六甲アイランド、神戸空港の人
工島を造成した。 
　2017年、須磨海岸一帯は「みなとオ
アシス須磨」として登録され、「須磨ヨッ
トハーバー」や「神戸市立須磨シー
ワールド」などが連携して通年の賑わ
いをつくる「まちづくり」を目指し、県内
外や海外の観光客に親しまれ、ビーチ
周辺が活気づいている。 

6-4
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世界で開催されているビーチ・
マリン・ハイブリッドスポーツ
の国際大会 

　世界に目を向けてみると、日本より
ビーチの活用が活発的に行われてい
る。そのひとつとして、海やビーチを
舞台にしたビーチ・マリンスポーツの
総合大会「アジアビーチゲームズ（主
催：アジアオリンピック評議会（OCA））」
「ワールドビーチゲームズ（主催：国内
オリンピック委員会連合（ANOC））」
が世界各地で開催されている。そし
て、2026年9月にはポルトガル中部地
方最大のリゾート地のフィゲイラ・ダ・
フォスにて「国際大学ビーチスポーツ
選手権（主催：国際大学スポーツ連盟
（FISU））」の開催が決定している。
実施競技はビーチバレーボール、ビー
チサッカー、ビーチハンドボール、ビー
チレスリングの4競技で、2024年開催
時には開催地ブラジルに 34ヶ国、約 
1000人の選手が集結した。 
　自然の砂浜や既存施設を利用し仮

設スタンドを設置するため、低コストの
インフラ整備で開催することができる
のが特徴である。また、選手や帯同
役員、観戦客、メディアなど数千人が
訪れるため、開催都市への宿泊や交
通、施設利用などで観光・消費支出
が生まれ、メディア放映、配信により国
際的知名度が向上することでオフシー
ズンの観光誘客などの経済活性が期
待されている。 
　近年の傾向として「環境保全」も視
野に含めた持続可能な経済発展モデ
ルとしても注目の大会である。 
　前述のとおり、須磨海岸は「みなとオ
アシス」として整備されている場所で
あり、関西国際空港、神戸空港など利
便性の高い立地として好条件の場所
に位置し開催しているのが「ジ ャパン
ビーチゲームズ須磨（主催：ジャパン
ビーチゲームズ須磨実行委員会）」で
あり、今回その歴史に新たなページが
刻まれた。 

「ジャパンビーチゲームズ
シリーズ」

関西屈指のシーサイドとして発展し
ている須磨海岸の強みである「恵ま
れたビーチ環境」「神戸を象徴する景
観」「優れた立地・利用しやすいデザ
イン空間」「都市とビーチの両方を楽
しめる旅先」としての特徴を活かし、日
本のビーチを世界へ発信していくため 
2023 年より、ビーチ・マリンスポーツの
グレードの高い大会が集結する「ジャ
パンビーチゲームズ須磨」を開催して
いる。 
　本事業は日本のビーチ資源を活か
し、「元気力・活性力・世界への発
信力」に繋げることを目指し、2014 年
「ビーチゲームズ日本招致プロジェク
ト」を発足し、活動の一環としてスター
トしたのが「ジャパンビーチゲームズ
フェスティバル」である。オリンピック正
式種目の「ビーチバレーボール」や子ど
もから大人まで気軽に楽しめる「ビー
チ相撲」など約 20種目のビーチ・マJBG須磨2025ポスター

フレスコボール　試合の様子
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リンスポーツの公式戦、体験会をお台
場海浜公園おだいばビーチ（東京都
港区）、稲毛海浜公園いなげの浜（千
葉県千葉市）と開催地を広げ、より競
技性を重視したイベントとして「ジャパ
ンビーチゲームズ須磨」の開催に至っ
た。日本の最高峰の大会、そして国
際大会の招致を目指し活動してきた中
で今回、フレスコボールの国際大会を
招致することとなった。 

日本×ブラジル国交樹立
130周年記念大会

2025年は日本とブラジルとの間で
正式な国交が結ばれてから130年の
記念の年でもあった。また、明治時代
に神戸港からブラジルへの移民が盛
んに行なわれていたことから、神戸市
とブラジル・リオデジャネイロは姉妹都
市提携が結ばれ、スポーツや食文化
などの交流が行われている。 
　そんなブラジルで生まれたスポーツ
がフレスコボールである。フレスコボー
ルはブラジル・リオデジャネイロのコパ
カバーナビーチ発祥のスポーツで、味
方同士でラリーを続け、ラリー回数や
テクニックで採点が行われる。近年、
スペインやイタリアなどのヨーロッパや
アメリカ、ニュージーランド、韓国など世
界のビーチで親しまれ、競技人口も増
加している。日本では 2013 年に「日
本フレスコボール協会」が設立され、
お台場、三浦海岸、稲毛海浜公園、
沖縄などで大会が行われている。 
　この節目の年を記念し、「ジャパン
ビーチゲームズ須磨 2025」にて国際
大会が行われることとなり、ブラジルを
はじめオランダ、イスラエル、アメリカ、

日本人選手が海外選手とたたえ合う姿

華やかな衣装のサンバダンスチーム

韓国など世界から10か国17人の選手
が来日し、2日間にわたり須磨海岸で
素晴らしい試合、そして国の垣根を越
えて日本人とペアを組んで出場するな
ど、スポーツを通じた国際交流が行わ
れた。また会場内では、一般財団法
人日伯協会、一般社団法人神戸ブラ
ジル協会の協力により、サンバダンス
チームが会場内を練り歩き、来場者も
一緒にサンバのリズムに合わせて踊る
様子も見られ、国際色豊かなイベントと
なった。 
　大会を運営した日本フレスコボール

協会の窪島剣璽会長は今回を振り返
り、「来日したブラジル人選手のほとん
どが初来日であったことから、競技の
みならず日本の様 な々観光名所を回り
日本の魅力を多角的に伝えるためホ
スピタリティを持ってアテンドを行うこと
で、再訪の意欲を醸成する機会となっ
た。また、国際組織設立に向けて国
際的なルール統一への取り組み、2 
年に一度のワールドカップ開催、スポン
サー協力などブラジルのフレスコボー
ル組織と合意を結ぶことができた。今
回のイベントを通じて、一競技の単独
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開催ではなく、集合体としての開催が
いかに重要で価値あるものかを改め
て痛感した」と語った。 

今後の展望

国際大会招致に向けて大きな一歩
を踏み出した本イベントはまだまだ進
化の途中である。 2026 年のイベント
においても国際大会を予定している
団体もあり、競技団体が「ジャパンビー
チゲームズ」に対しての価値を再認識
していることを感じている。また、新し
い競技団体も増え、互いに切磋琢磨
しながら競技の普及、PR を行うこと
で益 ビ々ーチに活気が生まれることが
期待できる。 
　この機運を醸成させるためにも、
ビーチスポーツの土壌整備は欠かせ

ないものとなる。砂浜の砂質は国際
基準を設けている国際競技組織もあ
ることから、自治体、管理者、競技団体
が三位一体となって環境を整備するこ

参加選手全員で記念撮影

表彰式の様子

とで開催への近道となる。須磨海岸
を「ビーチスポーツの聖地」として昇華
させ、新しい歴史が須磨海岸に刻ま
れていくことを期待する。
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図－1　官民調査費を活用できる事業のイメージ

インフラ整備の事業化検討を“機動的”に支援
～「官民連携基盤整備推進調査費」のご案内～

１．はじめに

　現在、令和5年7月に閣議決定さ
れた第三次国土形成計画を踏まえ、
「新時代に地域力をつなぐ国土」の
実現に向けた各種取組が行われて
いるところですが、当室では地方公共
団体が行うインフラの事業化検討に
対して、民間事業実施のタイミングに
合わせて“機動的”に支援を行う官民
連携基盤整備推進調査費（以下、官
民調査費とする）を所管し、全国の地
方公共団体において活用されています
（R3～ R7年度実績：102件）。

２．官民調査費の概要

　官民調査費は、民間の事業活動
計画と一体となって推進する事業のう
ち、地方公共団体によるインフラ整備
の事業化検討に活用できる補助金で
す（令和7 年度予算：331百万円（国
費））。官民調査費の概要を以下に

To p i c sTo p i c s

記載します。

＜対象事業＞
国土交通省所管の社会資本整備
事業（港湾、海岸、河川、道路、公
園等）
＜補助対象＞
都道府県、特別区及び市町村
（一部事務組合及び広域連合を含む）
＜補助率＞
　1/ 2 以内
図－1 は、官民調査費を活用できる事
業のイメージを示したものです。港湾
分野での官民調査費の活用例は、民
間の事業活動にあわせて地方公共
団体が港湾区域内に整備するインフ
ラ（岸壁、港湾緑地、護岸、ふ頭等）の
事業化検討が挙げられます。なお、
民間の事業活動は、クルーズ船の寄
港、港湾緑地内の収益施設の運営、
物流倉庫の整備等、ハード・ソフト問
わず様 な々活動が該当します。
　官民調査費の支援内容は図－2上

部に示す、概略設計や関連調査等の
インフラ整備の事業化検討に必要な
調査で、具体的には①概略設計、②
基礎データ収集、③整備効果検討、
④PPP/PFI導入可能性検討等に対
して支援します。みなと緑地PPPの
導入可能性検討も支援対象です。
　また、官民調査費を活用可能な段
階は図－2下部に示す、事業化検討
段階です。事業化検討段階とは、構
想段階（インフラの整備が決まってい
ない、整備可否の検討段階）と事業
実施段階（交付金等により事業費が
予算化された段階）の間を表します。
つまり、インフラを整備することが決まっ
ており、事業化に向けた検討を行う場
合に活用できます。

３．港湾分野における活用事例

　国土政策局のHPでは、官民調査
費の過去の活用事例を公開していま
すので、参考にしてください。港湾分

6-5

　国土交通省 国土政策局 地方政策課 調整室　杉山　直優

図－2　官民調査費の支援内容
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野では、みなとオアシスの拠点となる施
設やフェリーターミナル、港湾緑地等
の整備、クルーズ船誘致のための岸
壁改良、物流機能強化のためのふ頭
の再編に向けた事業化検討等に官
民調査費が活用されています。ここ
では、H28年度に愛知県で活用され
た事例を図－3に示します。本事例は
同県蒲郡市に位置する三河港におけ
る物流機能強化とクルーズ船誘致を
目的に、官民調査費を活用して物流
動向調査、港湾施設の概略検討を行
いました。物流動向調査では輸出自
動車量の需要予測、積込ヤード・岸
壁の再整備規模の検討を、港湾施
設の概略検討では大型クルーズ船を
対象とした係船シミュレーションの実

施、係留設備の配置検討を行いました
（図中○調査内容を参照）。また、こ
れらの検討の成果の一部として、係船
シミュレーションの実施状況、積込ヤー
ド・岸壁の再整備の検討図、クルーズ
船を対象とした係留設備の配置図を
図中に示しています。
　官民調査費の活用後、クルーズ船
誘致のための岸壁及び泊地、物流機
能強化のためのふ頭用地の埋立事
業が着手され、R5年１月に岸壁が供
用されました。

４．おわりに

　官民調査費は年度途中の応募・
配分が可能で、例年3回程度募集し

ています。R8年度の募集期間は決ま
り次第HP等でお知らせします。R7年
度は表－1に示す日程で募集しました。
その他、応募の詳細はHPをご覧くだ
さい。また、当室では、官民調査費に
関する相談を随時受け付けています。
ご不明点等ありましたら、お気軽に下
記へご連絡ください。
【問い合わせ先】
国土政策局地方政策課調整室
TEL：03-5253-8360（直通）

図－3　官民調査費の活用事例（三河港蒲郡地区における物流機能の強化とクルーズ船誘致）

表ｰ 1　R7年度　募集スケジュール

図－3　官民調査費の活用事例（三河港蒲郡地区における物流機能の強化とクルーズ船誘致）



40

「新しい地方経済・生活環境創生交付金
（第２世代交付金）」について

１．はじめに

　新しい地方経済・生活環境創生交
付金（第２世代交付金）（以後、新交
付金）は、地方がそれぞれの特性に応
じた発展を遂げることができるよう、地
方公共団体の自主性と創意工夫に基
づく、地域の多様な主体の参画を通じ
た、地方創生に資する、地域の独自の
取組を計画から実施まで強力に後押
しする制度として創設されました。
　本稿では新交付金の制度概要に
ついて紹介します。

２．旧制度からの改正点

　旧制度（デジタル田園都市国家構
想交付金）からの改正点として、これ
まではソフト・拠点整備・インフラ整
備は各々の事業として実施されてい
ましたが、新交付金では３つの区分を
統合し、より地方創生に資する取り組
みが行ないやすくなるよう制度を見直
すとともに、インフラ整備事業について
対象範囲を拡大したところです。
　また、新交付金計画の作成から
PDCAサイクルの検証にいたるまで、
地域の多様な主体（産官学金労言な
ど）の参画を促し、それぞれの知恵と
情熱を活かして地域の可能性を引き
出すことを後押しする仕組みを構築し
ています。
　さらに、KPI設定後のPDCAサイク
ルをより実証的なものとするため、取り

To p i c sTo p i c s

組みの効果検証及び評価結果・改
善方策の公表を義務付けることとして
います。それらを踏まえ、農林水産業
や観光振興等の高付加価値化や日
常生活に必要不可欠なサービスの維
持向上など地方創生に資する多様な
取り組みを支援します。

3．新交付金の制度概要 

　新交付金では、ソフト・拠点整備・
インフラ整備が一体となった取り組み
を可能としており、以下に各事業にお
ける概要を記載します。

＜共通事項＞
　事業を進めていく中で、「稼ぐ力」が
発揮され、事業推進主体が自立してい
くことにより、将来的に本交付金に頼ら
ずに、事業として自走していくことが可
能となる事業であること。収益性のな
い事業であっても、一般財源による負
担が増大しない仕組みづくりに努め、
実施する事業の性格や内容に応じて
事業収入等歳入面での財源確保、関
連する諸施策等により見込まれる一
般歳出の削減効果や相乗的な事業
効果が見込まれる事業であること。
　この他、限られた予算でより多くの
地方自治体への支援が可能となるよ
う各事業毎に事業計画期間と交付上
限額が設けられています。また、各団
体当り、原則10件までの申請上限も設
けられています。

＜ソフト事業＞
　新たな取組に向けた構想・企画段
階、具体化に向けた事業主体の組成
段階、事業主体組成後の事業実施段
階に要する、ソフト事業を中心とした経
費を支援対象としています。

＜拠点整備事業＞
　対象とする施設は、地方創生の充
実・強化に向けて効果の発現を期待
できる、建築基準法の「建築物」及び
「建築物以外の施設（設備整備・用
地造成等）」に該当するもので、具体

6-6

　港湾局　海岸・防災課
藤木　智巳



Wave & Beach 41

例としては下表のとおりです。
　また、この表以外でも対象となり得る
ので、判断が難しい場合は交付金担
当までご相談してください。

＜インフラ整備事業＞
　公共事業関係費のうち下表に示す
事業に該当する国庫補助事業。詳
細は各事業制度を所管する省庁の新
交付金におけるインフラ整備事業の
交付要綱等を参照してください。

　また、インフラ整備事業の活用にあ
たっては、必ずソフト事業と拠点事業
のいずれか、又はその両方との組み
合わせが必要になります。

４．おわりに

　インフラ整備事業において海岸事
業についても活用が可能となってお
り、特に海岸を地域資源とした賑わ
いの創出等への活用が考えられます
（図-1参照）。活用についての相談
は交付金担当へ気軽に連絡頂けれ
ば幸いです。本稿を参考に活用事例
が増えることを期待します。

図 -1
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全国海岸リレー紹介
近畿

四国

●はじめに
　奈半利港は、高知県東部の奈半利川河
口に位置しており、古くは紀貫之の「土佐日
記」にも記されている歴史のある港です。
　奈半利港海岸は、海岸線5,275m、海岸
保全区域は3,234mの美しい海岸であり、サ
ンゴ遊覧船の運航や、SUP体験などが行
われています。

●手づくり郷土（ふるさと）賞
　令和７年２月に「奈半利町みなと未来会
議」と「一般社団法人なはりの郷」が取り組
んできた“奈半利町ふるさと海岸をフル活用
した地域振興”が「手づくり郷土（ふるさと）
賞」を受賞しました。
　平成21年に海浜センターが整備されて

以降、手ぶらで訪れても楽しめるグランピング
施設や、ナイトSUP、水中スクーターなど、
様々な事業に取り組んでいるとともに、地域
の方々によるボランティア活動なども盛んに
行われており、交流人口の拡大や、地域経
済の発展にも貢献していることが高く評価さ
れたものです。

●奈半利町ちびっこトライアスロン大会
　令和7年10月19日（日）にふるさと海岸に
てみなと未来会議が主催する「ちびっこトラ
イアスロン大会」が開催されました。
　当大会は、平成22年から開催しており、
四国内で唯一のキッズトライアスロンとなって
います。今回で14回目を迎え、すっかり当海
岸の恒例行事となり、たくさんの子ども達や
地元の方々に楽しまれています。今回は近

年の猛暑による熱中症を避けるため、初めて
の10月開催となりましたが、関西圏からの参
加もあり、県内外あわせて93名の子ども達
がふるさと海岸を駆け抜けました。
　当大会は学年ごとの３クラスに分かれ、ス
イム、バイク、マラソンの合計タイムを競いあう
大人顔負けのトライアスロンです。地元の皆
様の思いが詰まったこの美しい海岸を一心
に駆け抜けた子ども達にとっては、忘れられ
ない思い出になったのではないでしょうか。

●おわりに
　今後も、美しい奈半利港ふるさと海岸を奈
半利町のすばらしい財産として未来の子ど
も達に引き継いでいく為に、地元の皆様ととも
に魅力発信や美化活動などに、一層努めて
参ります。

大阪港湾局　計画課

高知県 土木部 港湾・海岸課

災害に強く、安全で使いやすい大阪港の実現！！　

泳ぐ！駆ける！走る！奈半利町ちびっこトライアスロン大会！！

●はじめに
　大阪港は人口約2,100万人の一大生産・
消費圏を形成する近畿圏の核となっており、
国際コンテナ戦略港湾として、西日本のゲート
ウェイ機能強化を図っております。
　一方、大阪港の背後に広がる大阪市域
は、淀川などの土砂が堆積してできた低地の
ため、水害に弱い地形となっております。この
ため、水際線に防潮堤を整備（天端高O.
P.+7.3～8.2m）し、高潮対策（整備済み延長：
60km、整備率：10割）や南海トラフ巨大地震
による津波浸水対策（整備済み延長：
5.4km、整備率：7割）に取り組んでおり、甚大
な被害は発生していません。

●埋立地における浸水対策
　平成30年台風第21号の高波等により、防
潮堤内側での浸水被害はなかったものの、
埋立地（咲洲・舞洲・夢洲）の一部において
浸水被害を受けました。そのため、実際に浸
水したエリアを短期対策、過去最大規模の
台風によるシミュレーションで浸水が想定され
るエリアを中期対策として位置づけ、岸壁
（埋立地）で既設のコンクリート胸壁や護岸
のかさ上げ等の浸水対策（対策総延長約
20km）に取り組んでいます。現在、短期対策
（約7km）は概成しており、引き続き中期対策
を進めています。

●気候変動による海面上昇等に対応した
　海岸堤防の整備
　大阪府が開催した「大阪府大阪湾沿岸
海岸保全基本計画審議会」において、気候
変動の影響による2100年時点での気温2℃
上昇シナリオに対して、大阪港では0.3～1.1m
（2100年時点）の海岸堤防の天端高不足が
示されました。現在、大阪港では市民の安
全・安心の確保や災害に強く、安全で使いや
すい港の実現に向け、海面上昇等に対応し
た海岸堤防の整備（天端高O.P.+7 .3～
8.2m）の検討を進めています。

大阪港の防潮堤

奈半利港海岸の現況

浸水対策イメージ

大会の様子（奈半利町提供写真）海岸清掃活動（奈半利町提供写真）

気候変動による外力変化イメージ

奈半利港

トライアスロン会場
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中国
山口県　土木建築部　港湾課

陸閘の統廃合に向けた取組について

●はじめに
　海岸保全施設として設置されている「陸
閘」は、平時は港湾や海岸を利用する方々
の通行路などとして使われ、津波や高潮の
発生時には閉鎖することで背後地への浸水
被害を防ぐ重要な役割を担っている施設で
す。しかし近年では、利用実態の変化や施設
の老朽化、維持管理に係る負担の増大と
いった課題も顕在化しています。こうした状況
を踏まえ、現在、山口県では陸閘の統廃合に
向けた検討を進めています。

●陸閘の現状
　山口県には港湾局所管で管理している陸
閘が1,200基以上あり、その中には、周辺の
土地利用や交通状況の変化により、日常的
に利用されなくなったものや、近接する複数
の陸閘が同様の機能を果たしている箇所が
見られます。これらすべての陸閘を将来にわ
たり維持管理していくことは、限られた財源や
人員の中では難しく、安全性を確保しながら
効率的な施設配置を行うことが求められてい
ます。

●陸閘の現地確認と対応方針
　このため現在、山口県ではすべての陸閘

を対象に現地確認を実施し、実際の利用状
況、周辺環境、代替経路の有無、防災上の
必要性などについて一つ一つ丁寧に確認し
ています。また、地域住民や関係者の利用実
態にも配慮しながら、陸閘が果たしている役
割や必要性を多角的に整理しています。これ
らの確認結果を踏まえ、引き続き必要な陸閘、
集約が可能な陸閘、役割を終えた陸閘に整
理し、統廃合または階段等の代替施設への
変更の可否を総合的に判断しています。
　今後は、地域の安全性や利便性の確保を
前提としつつ、維持管理の効率化を図りなが
ら、現地確認の結果を基に、陸閘の統廃合を
計画的に進めていきます。

　外浦港海岸全景

宮崎県　県土整備部　港湾課

外浦港海岸における津波対策事業の推進について九州

●はじめに
　宮崎県南部に位置する日南市の「外浦
（とのうら）港」は、入り組んだリアス海岸が
作り出す穏やかな天然の良港です。古くか
ら近海漁業の拠点として、また美しい景観
を活かした観光の拠点として親しまれてきま
した。
　しかし、近い将来発生が予測される南海
トラフ巨大地震をはじめ、日向灘沿岸部を
震源とする地震・津波被害等に対して、背
後地の集落や公共施設は浸水のリスクを
抱えています。令和6年8月には最大震度6
弱を観測し、大きな被害は無かったものの、
地元からの不安の声が高まっており、地域
住民の生命と財産を守り、将来にわたって
安心できる港づくりが喫緊の課題となって
います。

●事業の概要
　外浦港海岸では、津波浸水被害を効果
的に軽減するため、令和２年度より「多重
防護」によるL1津波対策を進めています。
これは、沖合の津波防波堤と陸域の胸壁
を組み合わせた二線防護により、津波を段
階的に減勢させるものです。

本事業の大きな特徴であり、課題である
のが、日南地域特有の地質であるシラス層
への対応です。津波防波堤新設予定箇所に
おいて、シラス層を含む非常に厚い軟弱層
が確認されており、地震時の液状化や不同
沈下のリスクを有しています。現在実施中
の設計業務では、土質調査の結果に基づ
き、地盤改良工法の検討を行っており、事
業費の精査と工期短縮を両立させる最適
な構造形式の選定を進め、地域の景観や利
便性にも配慮しつつ、早期の工事着手を目
指しています。

多重防護の概念図

●地域の魅力
外浦港沿岸は日南海中公園に指定され

ており、当港からは地域のシンボルである
水中観光船「マリンビューワーにちなん」
が運行しております。船底の窓からサンゴ
や熱帯魚を観察できるこの船は、日南海岸
観光の目玉として多くの人を惹きつけてい
ます。また、毎年3月上旬頃には外浦かつ
お・まぐろ祭りが開催され、カツオ一本釣り
漁獲量日本一を誇る日南市のPR、カツオと
マグロの解体ショー等が行われ、多くの人
が集まり活気に溢れます。

●おわりに
津波対策事業は、地域の安全・安心の礎

です。私たちはこの美しい外浦の「なぎさ」
を守りつつ、最新の技術知見をもって強靭
な海岸づくりに邁進してまいります。

マリンビューワーにちなん（日南市観光協会HPより）

陸閘の現地確認状況 役割を終えた陸閘 階段へ変更可能な陸閘
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全国海岸リレー紹介

沖縄／
那覇港三重城海岸老朽化対策事業

九州／外浦港海岸における津波対策事業

四国／
奈半利町ちびっこトライアスロン大会

近畿／大阪港

中国／
陸閘の統廃合に向けた取組

沖縄
那覇港管理組合　企画建設部　計画建設課

那覇港三重城海岸老朽化対策事業について

●はじめに
　那覇港は、沖縄本島南部、那覇市と浦
添市にまたがって位置し、沖縄県の物流、
人流の中心的な拠点港湾として沖縄県の
経済社会活動を支えており、外国、本土と
沖縄、八重山周辺離島と連絡する沖縄で
最も重要な港湾となっています。
　古くは15世紀頃から琉球王府の貿易の
拠点として栄え、今日まで沖縄の海の玄関
として発展してきた港であり、一部の石油
製品などを除き、沖縄で生産・消費されるほ
とんどの物資が取り扱われています。

●三重城海岸の老朽化対策について
　那覇ふ頭地
区にある三重
城は、琉球王朝
時代に倭寇か
ら那覇港を守る
ために築かれ
た城砦であった
ことから、三重
城海岸は文化・

史跡を一体的に感じることができるウォー
ターフロントとして整備されました。景観に
配慮し琉球石灰岩の白を基調とした造りと
なっているほか、植栽帯や遊歩道も併設さ
れており、美しい夕日を眺めることができるこ
とから、観光客や住民の憩いの場としても
利用されています。
　築造から40年以上経過し、老朽化によ
る護岸前面の被覆石の移動や消失がある
ことから、背後地の利用状況を踏まえ被覆
ブロック設置による老朽化対策を行いまし
たが、被覆ブロックへ植石を施し環境と景
観へ配慮したことで、さらなる親水性の向

上や憩いの場としての機能向上に寄与出
来たと考えています。

●おわりに
　那覇港管理組合では、三重城海岸に隣
接している三重城小船溜を始め、那覇ク
ルーズターミナル、波の上ビーチ等の９施設
を「みなとオアシスなは」に登録しており、
地域住民と観光客の交流の連結により活
気あふれるみなとまちづくりの実現を図るこ
とを目指しています。
那覇空港から10分と近く、また市街地から

もアクセスもしやすいので、ぜひお越しください。

みなとオアシスなは 三重城海岸補修箇所 三重城ふるさと海岸遊歩道
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沖縄／
那覇港三重城海岸老朽化対策事業

九州／外浦港海岸における津波対策事業

四国／
奈半利町ちびっこトライアスロン大会

近畿／大阪港

中国／
陸閘の統廃合に向けた取組
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
①港湾海岸における水門・陸閘等の状況（令和７年３月末時点　港湾局調べ）

○津波・高潮等の災害が発生した際に、水門・陸閘等の現場操作員の安全を確保しつつ確実に閉鎖するため、
　操作規則に基づく操作・退避ルールの徹底や統廃合、常時閉鎖、自動化・遠隔操作化の取組を進めています。
○港湾海岸では、堤防や護岸、胸壁の前面の港湾等を利用する車両や人の通行のために多くの陸閘が設置されています。
○現在、各海岸管理者において、水門・陸閘等の効果的な管理運用体制の構築を進めています。
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
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注１： 「自動化・遠隔操作化等の施設」は、自動化または遠隔操作化している施設ならびにフラップゲートを指す
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
②「水際・防災対策連絡会議」の開催実績
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
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Park-PFIを活用した上人ヶ浜公園の再整備

１．はじめに 
･･････････････････････････････････
　別府市は、九州の北東部、瀬戸
内海に面した大分県の東海岸のほぼ
中央に位置し、緑豊かな山 と々波穏
やかな別府湾に囲まれた美しい景観
の間には、大地から立ちのぼる「湯
けむり」がたなびき、当市を象徴する
風景として市民や観光客から親しま
れる国際観光都市です。と、よくあ
るコラムのような書き出しから始めま
したが、やはり「別府と言えば温泉」
が大概の方の認識ではないでしょう
か。
　市内には別府八湯（べっぷはっと
う）と呼ばれる８つの温泉郷が点在
し、湧出量と源泉数は日本一であり、
さまざまな泉質の温泉が湧き、世界
でも屈指の温泉資源のあるまちです。

別府市建設部公園緑地課　課長補佐　小野　能久

Beach Life
ビーチライフ

　ここで紹介する上人ヶ浜公園（しょ
うにんがはまこうえん）も、温泉の泉
源が園内に５つあり、そんな環境の
都市公園があるのも別府ならではか
もしれません。

２. 上人ヶ浜公園の概要
･･････････････････････････････････
　上人ヶ浜公園は、市内唯一の海
浜公園として、自然の海岸線や松林
を活かした整備を図ってきました。
公園の北側は高さ２０ｍを超える松
が自生する松林を主とした広場が広
がり、南側はワシントニアパームや
フェニックスなどが植栽された南国
的な雰囲気が演出された芝生広場
が広がり、ストリートバスケットやス
ケートボードができるスペースも有し
ています。

　そもそもこの公園名にもなってい
る「上人ヶ浜」の由来は、今から約
７００年前に全国巡礼中の一遍上人
が九州に立ち寄る際、初めて上陸し
た場所と言われ、当時この一帯は速
水ヶ浦と呼ばれていましたが、一遍
上人の上陸を記念して上人ヶ浜と呼
ばれるようになったそうです。
　その後一遍上人は、鉄輪に滞在
し、別府八湯の一つである、今日の
鉄輪温泉を開いたとされます。

３. 別府海浜砂湯とは
･･････････････････････････････････
　公園名からして、別府の歴史と所
縁の深いこの公園には、この度行っ
た事業の主役となる別府海浜砂湯が
あります。
　当市では古くから海岸の砂浜に温
泉が湧き出し、別府湾沿岸の各温泉
地の砂浜には、いくつもの天然の砂
湯があり、多くの湯治客で賑わって
いました。その後海岸の埋立てなど
により、天然の砂湯に入れる砂浜が
なくなったために、昭和６１年に市

改修前の砂湯

海上より公園を臨む

着色が再整備区域
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内で唯一自然海岸が残る上人ヶ浜に
別府海浜砂湯を設け、市営施設とし
て運営してきました。
　事業化までの入浴者数は、年間約
５万人を超え、年間約2,000万円の
収益を毎年計上する健全な経営を
行ってきました。
　一方で、施設そのものは、年間約
３万人程度の入浴収容数を想定し設
置していたため、ゴールデンウイー
クや週末等の繁忙期には最大３時間
の待ち時間が発生し、サービスの向
上や施設改修が課題となっていまし
た。

４. 別府市の公園行政運営
･･････････････････････････････････
　ここで、当市の公園行政について
少し触れたいと思います。

　人口約111,000人の街に都市公園
が１４９箇所あり、公園緑地課では、
日々の維持管理や施設の長寿命化
対策、こどもまんなか公園づくり事
業、Park-PFI事業などを行っていま
す。
　別府市総合計画においては、「１
日中過ごせる公園の実現」を掲げて
おり、様 あ々るインフラ施設の中で、
その存在価値は利用者に公園へ日
常的に来てもらいしっかりと使っても
らう、さらには長く滞在することや
多様な使い方をしてもらうことで発
揮されると考えます。
　このことから、公園毎に行う経営
アクションとしては「課題解決」と「新
たな価値創造」を２つのテーマとし

て、その目標達成に必要な最適手法
をまずは検討し、実施しています。

５. Park-PFIによる再整備
･･････････････････････････････････
　上人ヶ浜公園においても課題解決
に向けた検討を始めました。
　従来型の市が改修し民間事業者
が運営する方法やPFI事業として行
う方法、また複数の制度をあわせて
行うPPP事業など選択肢は様々あり
ましたが、最も市や利用者、運営す
る事業者にとって最善なのはどれか
と出た答えがPark-PFIを活用した砂
湯のリニューアルを主とした公園再
整備でした。
　公募にあたっては、主に別表-１を

砂湯とは？
　古くから珠灘湯とも書か

れ、文字通り海岸の砂浜から

湧出する温泉を利用した浴場

で、砂を掘り全身あるいは患

部を埋めて温まる入浴法であ

る。温泉の地熱を利用した一

種の発汗療法であるが、砂に

よる機械的刺激をはじめ、大

気療法や転地療法なども兼ね

ることになる。

　海浜の砂を掘ってその穴に

浴衣を着用して横たわり、首

だけ残して砂をかぶせる。蒸

気浴や熱気浴に似るが、砂湯

の温熱刺激はそれらよりもっ

と穏やかである。

＜事業方針＞
　自然豊かな公園環境の活用と温泉観光文化の歴史を踏まえて、全国的に

も珍しい砂湯の充実を図るとともに、新たな価値を付加するための施設整

備を行い、公園全体の利用者の増加、滞在時間の延長を図り賑わいの創出

を目指す。

＜事業範囲・期間＞
　公園北側の約42,200㎡で事業期間は20年

＜施設整備全般＞
　区域内の樹木は、原則現状維持すること。ただし、やむなく撤去が必要

な際は移植や新植を行い、みどりの総量や景観が大きく変えないこと。

＜公募対象公園施設＞←民設民営の収益施設
○既存の２倍以上の浴槽を備えた砂湯を必ず整備すること。

○砂かけの技術や歴史・文化の継承に努めてください。

○設置できる施設は休養施設、運動施設、教養施設、便益施設等で、当該

施設から生ずる収益を特定公園施設の建設に要する費用に充てることが

認められるもの。

＜特定公園施設＞←公募対象公園施設とあわせて整備が必須となる施設
　駐車場、園路、エントランススペース、広場、植栽　等

＜市の負担金＞０円

公募概要
別表 -１
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条件として実施した結果、２者から
応募があり、有識者等で構成される
選定委員会により㈱ティーケーピー
が選定されました。
　実施設計を行うにあたり、約１年
間かけて地元説明会等を３回開催す
るなど、市民や地域に理解を求め、
抱えている不安や懸念払拭に努めま
した。一方で施設配置・規模等につ
いては地域の意見等も可能な限り反
映させ設計をとりまとめ、施工のス
テップに移行し施設整備を行いまし
た。

６. SHONIN　PARK
･･････････････････････････････････
　令和７年７月にオープンした
SHONIN PARKは、現在までに多
くの市民や観光客に訪れていただい
ている状況です。
　生まれ変わった海浜砂湯をはじ
め、レストランやショップテナントエ
リア、宿泊コテージ等を設置し、そ
の配置は従前からある公園環境を活
かしたものとなっています。

施設　全景

施設　レイアウト

砂落とシャワーブース砂場　浴槽

砂場　外観
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Beach Life

７．おわりに
･･････････････････････････････････
　当市でPark-PFIを活用し事業を
行う際には、「四方良しの公民連携」
を目指して実施しています。近江商
人の言葉を拝借した造語ですが、事
業を行う上での登場人物である「行
政」「事業者」、「市民」、「観光客」
の４者がWIN-WINとなるような事
業にしようという気持ちが込められ
ています。今後も公園へのニーズ把
握に努め、公園が皆がいつでも行き
たくなる「みんなのお庭」となるよう
運営していきたいと思います。

レストラン 松林と共存

宿泊コテージ

Park-PFI の効果：都市公園の役割の進化

ショップエリア
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大牟田市

̍ɽେໂాࢢͷ֓ཁ

　෱Ԭݝ大ໂాࢢは、෱Ԭݝの࠷ೆ୺、۽ຊݝに઀し
て͓り۝भの΄΅தԝにҐஔしています。౦ଆにはࡾ஑
などのٰྕ地ଳが࿈なり、੢ଆは೔ຊ一のࢁや大ؒࢁ
ຬࠩが大͖い༗໌海に໘し、温ஆな気ީと๛かなࣗׯ
વにܙまれたڥ؀のதにあります。
　古くはࡾ஑୸߭から࠾掘͞れたੴ୸によるۀ࢈に
よってӫ͑、໌࣏からত࿨にかけ೔ຊのۙ୅Խを͑ࢧ
ていました。ࡏݱもそのྺ࢙や文Խが৭ೱく残って͓
り、ࡏݱのओཁۀ࢈はԽֶۀ޻やి気機械੡଄ۀ΁と
มԽし、ଟ༷なۀ࢈とともに発లして͖ました。

̎ɽࡾ஑୸߭ͱࡾ஑ߓͷྺ࢙

　օ͞Μも͓ࣖにしたことのある୸޵અ、発঵はಉじ
෱Ԭݝのஜ๛地۠のా઒とݴわれていますが、一ൠ的
にՎわれているʮ݄が出た出た�݄が出たࡾ�஑୸߭の্
に出たʯのՎࢺには、大ໂాࢢのࡾ஑୸߭がݻ༗໊ࢺ
෇͖でՎわれています。

　大ໂాࢢに͓けるੴ୸発ݟは古く、ࣨொ࣌୅に地ݩ
の೶෉がขՐのதで೩͑るੴをͭݟけたとい͏ه࿥が
残って͓り、࣌ށߐ୅தظには༄઒ൡなどにより࠾掘
が࢝まっていたとݴわれています。
　໌࣏࣌୅に入ると、ࡾ஑୸߭は೔ຊのۙ୅Խをྗڧ
にݗҾするݪಈྗとなりました。׭Ӧだったࡾ஑୸߭は
����೥ʢ໌࣏��೥ʣにࡾҪ૊ʢޙのࡾҪࡾ஑୸߭ࣾʣ
に෷いԼ͛られ、これを機に࠷৽の༸ࣜ࠾୸ٕज़をಋ
入し૿࢈ମ੍をཱ֬しました。ޙにੈք文ԽҨ࢈となる
ສా	まΜだ
などをத৺にϐʔ޵
Έやのはら	ݪٶ、޵
Ϋ࣌には೥ؒ໿���ສτϯを௒͑るੴ୸の出୸ྔとな
りました。
֎஑୸߭でのੴ୸出୸ྔ૿Ճに൐い、໌࣏੓෎はࡾ　
՟֫ಘのため、ੴ୸を海֎΁༌出することとしました
が、ׯຬࠩの大͖い༗໌海に໘しているࡾ஑はԕઙの
ため、౰࣌は大ܕધが઀岸で͖る場ॴがなく、大ໂా
઒Տޱからখܕધで௕࡚ݝのޱ೭௡ߓや۽ຊݝの֯ࡾ
੢ߓまでੴ୸をҠૹし、そこで大ܕધにੵΈସ͑海֎
に༌出していました。そのため利ศੑがѱく、ඇޮ཰で
あったため、ࡾҪࡾ஑୸߭ࣾのࣄ຿௕であったஂୖຏ
のܾஅにより、大ܕધが઀岸し௚઀海֎΁༌出をՄೳ
とするために、����೥ʢ໌࣏��೥ʣにࡾ஑ߓのஙߓ
に着खしました。
޻ߓஙߓ஑ࡾຬࠩが���̼もある༗໌海に͓いてのׯ　
は౔砂とのಆいであり、ϋϛϯάόʔυʢϋνυϦʣࣄ
がӋ͹たくܗঢ়にઃ͞ܭれ、౔砂がߤ࿏にྲྀれࠐまな
いよ͏に�ຊの๷砂అをங଄、௕いߤ࿏をᔱᕕし大ܕધ
が入ߓで͖るਫਂを֬อしました。またࡾ஑ߓの大͖な
ಛ௃の�ͭにᮙ໳があります。ׯຬࠩの大͖いࡾ஑ߓで
は、ધڎ಺のਫҐをׯை࣌でもਫਂを���̼Ҏ্にอ
ͭため಺ߓとのؒにઃけられました。これにより、ધڎ
಺では�ສτϯڃのધഫが、�੭ಉ࣌にཹ܎することが
で͖、ࡾ஑୸߭から࠾掘͞れたੴ୸を海֎΁大ྔに༌

グ ル メ紀行
な ぎ さ

No.59

大牟田市役所　産業経済部　産業振興課
観光おもてなし課

Column
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出することがՄೳとなりました。����೥ʢ໌࣏��೥ʣ
にࡾ஑ߓஙߓがྃ׬し、そのޙの೔ຊの੡మۀや଄ધ
੒ࡁܦ೔ຊの、͑ࢧの発లをۀ࢈など、͞ま͟まなۀ
௕に大͖くݙߩしました。����೥、໌࣏೔ຊのۀ࢈
ֵ໋Ҩ࢈のߏ੒࢈ࢿの̍ͭとしてࡾ஑ߓはੈք文ԽҨ
。としてొ࿥͞れました࢈
とい͏ことٱのӬࢁしたஂୖຏはʮੴ୸ߓをஙߓ஑ࡾ　
はない、ஙߓをやれ͹そこにまたۀ࢈をڵすことがで
͖る。ஙߓをして͓け͹、いくらか���೥のૅجになるʯ
と残しています。ஙߓから���೥をܴ͑るࠓもݱ໾でՔ
ಇするࡾ஑ߓは、���೥のૅを͑ߟられたۀࣄであり、
஑ࡾのためにڵৼۀ࢈の発లや地Ҭのࢢも大ໂాࡏݱ
。はॏཁな໾ׂをՌたしていますߓ

̏ɽେໂాࢢͷಛ৭

　大ໂాࢢはੴ୸ۀ࢈により発లして͖た౎ࢢである
ことから、ࢢ಺֤地やۙྡ౎ࢢにؔ࿈࢈ࢿが਺ଟく残っ
ています。ಛにࡾ஑୸߭のओな࠾掘をߦっていたສా޵
や޵ݪٶ、それらޱ޵から࠾掘͞れたੴ୸をࡾ஑ߓま
でӡൖを͏ߦためのࡾ஑୸߭ઐ用మಓෑなど͞ま͟ま
なࢪઃがあります。これらࢪઃもࡾ஑ߓとಉ༷にੈք文
ԽҨ࢈のߏ੒࢈ࢿとしてొ࿥͞れています。
　また、大ໂాࢢにある海༸ڭҭਪਐߍのࢦఆをडけ
たখֶߍでは、ࣗ෼のॅΉまͪをよりਂく஌るために、
఺となっているこڌɾ෺ྲྀのۀ࢈のྺ࢙的Ձ஋やߓ஑ࡾ
とにͭいてֶΜでいます。

ʙɹ޵ݪٶɹʙ
　໌࣏��೥։޵。໌ ࣏からত࿨にかけてのؒ、ࡾ஑୸
߭のओྗになったޱ޵です。౰࣌の໘Өを残すୈ�୦޵
࿌は、͞ߴ໿��̼で、ݱଘする߯మ੡の࿌では、೔ຊ

。古となっています࠷
　੺ϨϯΨで଄られている΢Πϯνの্ר機ࣨは、ʮΠ
ΪϦεੵΈʯとݴわれる૊Έํで、૭や出入りޱがΞʔ
νঢ়になっています。
　場ॴɿ大ໂాݪٶࢢொ�ஸ໨����　˞入場ແྉ
　　　�ʢ੢మόεʮૣ৊ڮڸ؟ʯԼंెา��෼ʣ
ɿ݄　ٳ　 ༵೔ʢॕ೔の場߹はཌฏ೔ʣ、೥຤೥࢝

ʙɹੴ୸ۀ࢈Պֶؗɹʙ
�೔ຊのۙ୅Խと大ໂాの発లを͑ࢧて͖たࡾ஑୸߭の
ྺ࢙とٕज़や、ੴ୸ۀ࢈、ੈքҨ࢈にؔする஌ࣝをਂ
めることがで͖るのが大ໂాࢢੴ୸ۀ࢈Պֶؗです。
　தでも、地Լ���̼の޵಺ੈքをମݧで͖るʮμΠφ
ϛοΫτϯωϧʯは、ഭྗຬ఺。ࡾ஑୸߭でߦわれてい
たੴ୸࠾掘の༷ࢠを、࣮ࡍに機械を؍ながらΤΩαΠ
ςΟϯάにײじることがで͖ます。
　場ॴɿ大ໂాິࢢொ����
　　　�ʢ੢మόεʮΠΦϯϞʔϧ大ໂాʯԼंెา�෼ʣ
　ྉ ɿۚ大ਓ���ԁ、খਓ���ԁ
　࣌ ɿؒ�ɿ��ʙ ��ɿ��
ɿ݄　ٳ　 ༵೔ʢॕ೔の場߹はཌฏ೔ʣ、೥຤೥࢝
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ʙɹޫͷߤ࿏ɹʙ
に༦ࠒでは、೥に�ճ、�݄と��݄のதԼ०ߓ஑ࡾ　
೔がߤ࿏ઌ୺からᮙ໳を通り、まっす͙に৳ͼるʮޫの
ී。ることがで͖ますݟ࿏ʯをߤ ஈはཱͪ入ることがで
͖ない岸นを一ൠ։์し、ଟくのํに͓ӽしいただく
など、ࡱӨεϙοτとしてਓ気になっています。
　場ॴɿ大ໂాࢢ৽ߓொࡾ஑ߓୈ一岸น　˞ؒظதのΈ
　　　�ʢ੢మόεʮࡾ઒ொ�ஸ໨ʯԼंెา�෼ʣ

ʙɹ͓͓Ή ʮͨେऄࢁʯ·ͭΓɹʙ
　大ໂాとい͑͹、ຖ೥�݄のୈ̐౔༵ɾ೔༵に大ໂా
ʯまͭりࢁれる、͓͓Ήたʮ大ऄ͞࠵大ਖ਼ொ一ଳで։ࢢ
が༗໊です。௕͞໿��̼、͞ߴ໿�̼、ॏ͞࠷大�τϯ
もあるԿ୆もの大ऄࢁのंࢁが、ՐԎをు͖ながら֗
を࿅りา͖ます。ڊ大な಄をࠨӈにৼりながら、༐૖な
ֻけ੠を্͛、ॎ横ແਚにಈく࢟は、大ໂాならでは
の෩ܠです。

　この΄かにも、大ໂాにはʮ大ໂాࢢಈ෺Ԃʯやʮと
もだͪやֆຊඒज़ؗʯなどՈ଒でָしめるεϙοτも
たく͞Μあります。ੋ ඇ、༡ͼにདྷてくだ͞い。

̐ɽେໂాͷάϧϝ紹介

　大ໂాのάϧϝは、୸޵のྺ࢙にҭまれた࿑ಇऀ޲
けのೱްなຯと༗໌海の޾や๛かなࣗવのܙΈ、そし
てʮᰴ಄Ԧࠃʯとݺ͹れるଟ༷な࿨՛ࢠの૊Έ߹わせが
ಛ௃です。また、大ໂాӺ੢ޱ෇ۙにはϑϧʔπαϯυ
やδΣϥʔτなどεΠʔπがָしめる͓ళもॆ࣮して
います。ੋ ඇ、大ໂాならではのάϧϝをתೳしてくだ
͞い。

ʲେໂాϥーϝϯʳ
　ೱްなന୙ಲࠎεʔϓと、গしଠめの৯΂Ԡ͑のあ
る໙とがઈົにϚον。ೱい໨のຯは、୸޵でಇくਓʑ
のңାをຬたすύϫʔϑʔυでした。
　ত࿨の࣌୅からมわらͣѪ͞れଓけるຯで、͓ञの
γϝにも˕

ʲ͓޷Έম ʢ͖μΰʣr
　ੲからࢢຽにѪ͞れているι΢ϧϑʔυで、大ໂా
では͓޷Έম͖のことをʮμΰʯとݴいます。μΰは、
͓ళ͝とに༷ʑなಛ௃があるので、৯΂า͖にも͓ε
εϝです。

細うどん

Column
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ʲΠΧλϧห౰ʳ
　ੲから部ؼ׆りのֶੜや、ਂ໷のҿ৯ళۈ຿ؼりの
ํまで༷ʑなਓにѪ͞れ、ۙ࠷、ςϨϏの์ૹを͖っ
かけにਓ気がര発しているϗοτϑʔυ。
　ΠΧήιのから༲͛とͪくわ、ࠛ෍の௭ࣽ、͓かか
とたくあΜが৐った͓ห౰ʜこͪらにλϧλϧιʔε
をたっ΀りఴ͑るのが大ໂాྲྀʂ͓ห౰԰͞Μやεʔ
ύʔでߪ入で͖ます。

ʲࡾ஑ࡊߴʳ
௮けࡊߴʯ。ϐϦϦとਏいࡊߴ஑ࡾ஑地ํが発঵のʮࡾ　
は、͝൧やϥʔϝϯ、ύελとの૬ੑもόονϦの͓
౔࢈です。古くからଟくのਓにѪ͞れるຯを、発঵の地
でど͏ͧ。

ʲ૲໦ᰴ಄ʳ
　しっとりとしたബൽでแまれた蒸しᰴ಄。தにはޱ౰
たりなめらかなനᰩが͗っしり٧まっています。大ໂా
のʮ૲໦ʯの地で஀ੜし、໿���೥ものؒ、Ѫ͞れଓࢢ
けている大ໂాを୅දする໏՛です。

ʲ͔ͯ͢Βᰴ಄ʳ
　ম͖ᰴ಄のݩ૆がこのʮかすてらᰴ಄ʯ。໌ ࣏ॳظに大
ໂాで஀ੜし、全֤ࠃ地の༗໊໏՛のϧʔπとなって
います。
　ళฮによってҧ͏৯ײɾ෩ຯをੋඇຯわってΈてくだ
͞い。

ʲപ௮ ʢ͚λΠϥΪ֋பʣr
　೔ຊޒ大௝ຯの一ͭに਺͑られるപ௮け。֋ྨをञപ
に௮けࠐΜで͓り、ೱްな෩ຯがָしめます。こりこり
した৯ײがಛ௃です。
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ʲ�IBSB�IBSNPOZ�DP⒎FFʢ࿏໘ిं���߸ʣ�ʳ
　かͭてࢢ಺を૸っていたʮ࿏໘ిं���߸ʯがΧϑΣ
としてੜまれมわりました。ं ಺では、ଟくのࢢຽに
Ѫ͞れたʮίʔώʔαϩϯはらʯでఏ͞ڙれていたίʔ
ώʔや、ϑϧʔπαϯυをຯわ͏ことがで͖ます。
　場　　ॴɿ大ໂాӺ੢ޱからెาす͙
　Ӧ࣌ۀ ɿؒ�ɿ��ʙ ��ɿ��ʢఆٳ೔ɿՐ༵೔ʣ
　　　　　˞ϑϧʔπαϯυのൢചは��ɿ��ʙ

ʲΧϥϔʳ
　Ռथ೶Ո௚Ӧのख࡞りຊ֨δΣϥʔτઐ໳ళです。
　ϛϧΫϕʔεは、大ໂాのϝʔΧʔ、ΦʔϜೕۀの
用。ίΫもありͭͭ、͞っͺ࢖ೕをڇੜΫϦʔϜとڃߴ
りと৯΂られるのがಛ௃。ϑϧʔπなどはࣗԂや೶Ո஥
ؒから࢓入れたもので、ϑϨογϡだけど֨ن֎になっ
たものを༗ޮ׆用しています。ૉࡐのຯわいやقઅײを
ָしめ、γʔζϯ͝とに༷ʑなϑϨʔόʔに入れସわ
るので、いͭདྷてもָしめます。
　場　　ॴɿ大ໂాӺ੢ޱからెาす͙
　Ӧ࣌ۀ ɿؒ��ɿ��ʙ ��ɿ��ʢෆఆٳʣ

ˡ͜ͷϚʔΫ͕໨ҹ

ಛయɾಛผϝχϡʔ
ఏڙళฮ͸ίνϥ͔Β

ˣ

ʙʮ͓͓ΉͨλϕτΫʯͷ͝Ҋ಺ʙ
ఆಛผϝχϡʔݶؒظ、಺の͓ళではࢢ大ໂా、ࡏݱ　
や、ͪΐっと͏れしいಛయを用ҙしています。ಛయɾಛ
ผϝχϡʔをఏڙしている͓ళをࡌܝしています。ʮੋ
ඇ、この機ձにʮ大ໂాの͓いしいʯ、ʮ஌らなかったあ
の͓ళʯ、ʮٱしぶりのあのຯʯを͓τΫにָ͓しΈいた
だけるʮ大ໂాࢢʯ΁ͥͻ͓ӽしくだ͞い。

�【͝ར༻ํ๏】
ᶃ大ໂాޫ؍ࣜެࢢαΠτʮ͓͓Ήた0OF�QMBUFʯの
ʮάϧϝʯϖʔδ಺から、ಛయやಛผϝχϡʔを利
用したい͓ళを୳す。
ᶄ͓ళのํにಛయɾಛผϝχϡʔのϖʔδをఏࣔする。
ᶅಛయɾಛผϝχϡʔをָしΉ。

Column
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　����೥をޠると͖、ʮぶっ౗れそ
͏なॵ͞だったʂʯと͑ݴ͹Φʔόʔ
だΖ͏か。
　໠ॵの����。これを্ճるԌॵ
の����。͞らに気温の؍ଌه࿥を
ృりସ͑た����೥はʮۃॵଓ͖の
೥ʯだった。
Ζしいもので、気温がڪれとは׳　
��౓を௒͑ても͞΄どڻかなくなっ
た。ҏ੎࿷಺の海໘ਫ温が��౓に
ୡするとい͏のに、͓͓かたのਓは

Column

海 ͱ ఱ ࢖ た ͪ の � � � �

私　海岸ͱ
s e a s i d e

Ѫ஌ݝ௼りΠϯετϥΫλʔ࿈བྷ機ߏ
໌　໰　大　ా　๛ސ

あまりؔ৺をࣔ͞ない。

　ここでߴ温気৅の࣮ଶをσʔλか
らূݕしてΈる。ࢿྉは気৅ۀ຿ࢧ
ԉηϯλʔの発දした֤೥の໠ॵ೔
ʢ気温��౓Ҏ্ʣの೔਺をとり্͛
た。
　����೥໠ॵ೔਺のτοϓはউপࢢ
ʢࢁསݝʣで೥ؒ��೔あった。
　����೥は๛Ԭࢢʢژ౎ʣがτοϓ
で��೔。����೥はژ౎ࢢが��೔

でτοϓ。����೥はଠ࠻෎ࢢʢ෱Ԭʣ
��೔、೔ాࢢʢ大෼ʣ��೔と一気
に��೔୆にಥ入した。͞て、����
೥である。೔ాࢢʢ大෼ʣが��೔、
౎ʣがژʢࢢลాژ、が��೔ࢢ౎ژ
��೔とその਺字にѹ౗͞れる。ଓ
いてߕ෎ࢢʢࢁསʣ、ଟ࣏ࢢݟʢذෞʣ
が��೔、大֞ࢢʢذෞʣ、ۅੜࢢʢ܈
അʣ、෱஌ࢢࢁʢژ౎ʣが��೔とଓく。
いͣれも಺཮部である。
　����೥から地ٿがॵくなってい

釣り指導釣の安全講習

釣れたよ キューセン20cm 大きなギマ釣ったヨ
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るのが෼かる。͞らに����೥のॵ
͞がඈͼ͵けてҟৗだったこともཧ
ղで͖よ͏。ここにإを出͞ないの
がԭೄݝ。ಉݝはࠃ಺࠷ೆ୺にҐஔ
しながら一౓も໠ॵ೔をه࿥してい
ない。海のܙΈはとてͭもなく大͖
い。

　গし࣌୅を͞かの΅る。ϨΠνΣϧɾ
Χʔιϯʢ����ʙ̍ ̒̐̕೥、ถの
ੜ෺ֶऀʣが����ʢত࿨̏̓ ʣ೥に
出൛したh ௜໧のय़ʱを͝ଘ஌のํも
ଟかΖ͏。ຊ書は౰࣌の೶ༀの残ཹ
ੑやੜ෺ೱॖがもたらすੜଶܥ΁の
Өڹをૌ͑、ࣾձに大͖なӨڹを༩
͑た。൴ঁのఏݴはʮڥ؀อࢥޢ૝
のఈྲྀʯとして޿く஌られている。

　����೥のʮڥ؀ʯにؔするχϡʔ
εとしてهԱに残るものをྻڍする。
ᶃ੉ށ಺海のཆ৩ΧΩの大ྔࢮ
ᶄ৿ྛݮでΞϚκϯがαόϯφԽ
ᶅถࠃやࠃ಺で発ੜした৿ྛՐࡂ
ᶆʮࠃの温ஆԽରࡦがෆे෼ʯとし
てఏૌ、などがࢥいුかぶ。
　また大ࠃϦʔμʔのࣗࠃ༏ઌओٛ

によるڥ؀や温ஆԽରࡦにഎを޲け
た発ݴにも首を͛܏たくなる。ਫの
੕のϦʔμʔୡは、଴ったなしのࣗ
વڥ؀や地ٿ温ஆԽに、ޙࠓど͏ಓ
。をͭけるのだΖ͏かے

　ຊࢽ���߸で地ٿ温ஆԽによるΧ
ϨΠ๺্のಈ͖を、௼りஂମの��೥
ؒの௼هڕ࿥をղੳして͓఻͑した。
そ͏、͓ڕたͪは��਺೥લから֬
࣮に๺΁޲かってҠಈしている。
　大͖なΧϨΠやいΖいΖな͓ڕが
௼れる஌ଟ൒ౡやѳඒ൒ౡ。൩ळの
৐っࠐΈΧϨΠが、ここ�೥、͞っͺ
り࢟をݟせなくなった。ಛに����
೥はͻどかった。��݄�೔஌ଟ൒ౡ
ৗ׈で+0'*Ѫ஌が։࠵したΧϨΠ大
ձでは、໿��ਓがΤϯτϦʔしてΧ

6月大会表彰

6月大会集合写真大きなキスに笑顔

30cmコノシロとキス

キスゲット
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ϨΠはたった�ඖ。ಉ݄��೔に全೔
ຊαʔϑがओ࠵した全೔ຊΧϨΠ大ձ
のѳඒձ場には໿��ਓがࢀՃした。
ΧϨΠʢ��DNҎ্ʣは�ඖしか௼れ
なかった。こΜなශՌはࢲの௕い௼
りྺのなかでもॳめてのこと。やはり
ʮ海が͓かしいʯとݴわ͟るをಘない。

　����೥、஌ଟ൒ౡをத৺にϑΝ
ϛϦʔ޲けのʮ௼りࣨڭʯʮ௼り大ձʯ
を��ճ։࠵した。લ೥の��ճにൺ
΂て൒ݮしたのは、ࢲが�݄にӈ଍
首くるぶしをંࠎしたためである。
　ʮ௼りࣨڭɾ大ձʯでは、௼りのج
ຊや໨的、海৅、ࣗવ໋ٹ、ڥ؀۩
のॏཁੑ、ϧʔϧɾϚφʔなどを͑ڭ、
ਫลのਗ਼૟をߦって͖た。

　ᴜ ௼りはࣗવのࣸしڸᶹである。࣍
୅を୲͏༮͖ఱ࢖たͪのためにも、
๛かでਗ਼ྑなࣗવを఻͑たいと͏ئ。
　これらΠϕϯτに͝ࢧԉئった௼り
ϝʔΧʔのがまか༷ͭ、άϩʔϒϥΠ
υ༷、͞͞め਑༷、ϚϧΩϢʔ༷に
ຊࢽをआりて͓ྱਃし্͛ます。

杭まはりルアー曳く子ら寒の潮
๛໌

11月大会

11月大会表彰式

9月美浜釣り教室
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TEL.03-3492-0271 FAX.03-3490-1019
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〒153-0064 東京都目黒区下目黒 2-23-18

TEL.03-3492-0271 FAX.03-3490-1019

www.wakachiku.co.jp
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170mm×120mm　20230824



68



港

湾

海

岸

防

災

協

議

会

　
　
　
　

波

と

な

ぎ

さ　
　
　

第
２
２
４
号　
　

令
和
８
年
度
当
初
港
湾
・
海
岸
関
係
予
算
（
案
）
に
つ
い
て




